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１．農林水産行政に関する補助金申請などの手続きを全てデジタル化し、農地の
現地情報との統合も可能とする農林水産行政におけるＤＸ（デジタル・トラ
ンスフォーメーション）を推進。これにより、行政組織の効率化・働き方改
革や補助金の申請事業者の負担軽減を図るとともに、将来的なフードサプラ
イチェーン全体のデジタル化へつなげる。 

 
２．農林水産物・食品の輸出５兆円目標の実現に向け、本年１１月に策定した『農

林水産物・食品の輸出拡大実行戦略』に基づき、組織再編により新たに設置
する「輸出・国際局（仮称）」を中心に、輸出重点品目について、生産体制の
強化、輸出障壁の解消、海外での販路開拓を一体的に推進。 

 
３．水田の作付転換への対応については、補正予算（「新市場開拓に向けた水田

リノベーション事業」）により、農林水産物・食品の輸出５兆円目標を見据え、
輸出・実需ニーズに対応した輸出用米や高収益作物等の生産拡大に向けた、
生産者の低コスト生産技術等の導入支援と、実需の製造機械・施設整備支援
を実施。 
当該補正予算による特別な前倒し支援と、令和３年度当初予算（「水田活用

の直接支払交付金」）における転作支援により、来年必要な過去最大規模の水
田の作付転換（昨年比 6.7 万 ha の転作面積増）に対応。 

 
４．農業経営の生産性向上に向け、農地の集積のみならず、まとまった形での集

約を進めるべく、農地バンクを通じた農地集約へのインセンティブを拡充。 
また、スマート農業の社会実装に向け、先端技術の生産現場での導入・実証

を推進するとともに、農業農村整備事業において、スマート農業に適した基盤
整備や、高収益作物に転換するための水田の畑地化・汎用化などを推進。 

 
５．少子高齢化・人口減少で中山間地域等が直面する農地保全を含む集落活動の

低下等の課題に対応するために、食料自給力維持のための粗放的な農地利用
の実証、農業等の収益性事業によるコミュニティ・サービスの維持に関する
モデル事業等を支援。 

 
６．カーボン・ニュートラル及びグリーン社会の実現に向けて、温室効果ガスの

吸収源となる森林資源の適切な管理や木材製品の利用拡大を推進するととも
に、更なる温室効果ガスの排出抑制・吸収に向けた農林技術開発を推進。 

 
７．改正漁業法の施行を踏まえ、資源調査・評価体制を充実し水産資源の適切な

管理を図るとともに、資源管理に取り組む漁業者の経営安定対策を着実に実
施。 

 
８．新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている農林水産業の担い手に対

する経営継続や労働力確保、農林水産物の販路の多様化等の支援や、引き続
き厳しい状況にある飲食業の需要喚起等を実施。 

農林水産関係予算のポイント 

令和３年度予算編成の基本的な考え方 
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（単位：億円） 

項 目 令和２年度 令和３年度 ２’→３’増減 

農林水産関係予算 23,109 23,050 ▲59 ▲0.3% 

非公共事業 16,120 16,055 ▲64 ▲0.4% 

公共事業関係費 6,989 6,995 ＋ 6 ＋0.1% 

 

１ 農林水産行政のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション） 

―  農林水産行政に関する補助金申請などの手続きを全てデジタル化し、農地の現地情報との統

合も可能とする農林水産行政におけるＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進。

これにより、行政組織の効率化・働き方改革や補助金の申請事業者の負担軽減を図るととも

に、将来的なフードサプライチェーン全体のデジタル化へつなげる。 
 

                   令和２年度      ３年度 

○ 農林水産省共通申請サービスによる     

ＤＸの推進 7.2 億円 ⇒ 38.9 億円 （＋441.5%） 

２年度補正（第３号） 

○ デジタル改革による農林水産行政におけるＤＸの推進 62.2 億円  

 

２ 輸出５兆円目標へ向けた輸出拡大の推進 

― 農林水産物・食品の輸出５兆円目標の実現に向け、本年１１月に策定した『農林水産物・食

品の輸出拡大実行戦略』に基づき、組織再編により新たに設置する「輸出・国際局（仮称）」

を中心に、輸出重点品目について、生産体制の強化、輸出障壁の解消、海外での販路開拓を一

体的に推進。 
 

                令和２年度     ３年度 

○ 輸出５兆円目標へ向けた輸出拡大の推進 94.6億円 ⇒ 99.1億円 （＋  4.8%） 

２年度補正（第３号） 

 703.2 億円  

 

３ 水田の作付転換への対応 

― 補正予算（「新市場開拓に向けた水田リノベーション事業」）において、農林水産物・食品の

輸出５兆円目標を見据え、輸出・実需ニーズに対応した輸出用米や高収益作物等の生産拡大に

向けた、生産者の低コスト生産技術等の導入支援と、実需の製造機械・施設整備支援を実施。 

当該補正予算による特別な前倒し支援と、令和３年度当初予算（「水田活用の直接支払交付

金」）における転作支援により、来年必要な過去最大規模の水田の作付転換（昨年比 6.7 万 ha

の転作面積増）に対応。 
 

２年度補正（第３号） 

○ 新市場開拓に向けた水田リノベーション事業等 350.0 億円  

   令和２年度        ３年度 

○ 水田活用の直接支払交付金 3,050.0 億円 ⇒ 3,050.0 億円 （± 0.0%） 
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４ 農業経営の生産性の向上・スマート化 

― 農業経営の生産性向上に向け、農地の集積のみならず、まとまった形での集約を進めるべく、

農地バンクを通じた農地集約へのインセンティブを拡充。 

また、スマート農業の社会実装に向け、先端技術の生産現場での導入・実証を推進するとと

もに、農業農村整備事業において、スマート農業に適した基盤整備や、高収益作物に転換する

ための水田の畑地化・汎用化などを推進。 
 

                 令和２年度       ３年度 

○ 機構集積協力金交付事業 32.7 億円 ⇒ 34.8 億円 （＋  6.5%） 

○ スマート農業総合推進対策事業 15.0 億円 ⇒ 13.6 億円 （▲  9.4%） 

○ 農業農村整備事業関係   4,433.1 億円の内数 ⇒ 4,445.3 億円の内数 

２年度補正（第３号） 

○ スマート農業技術の開発・実証プロジェクト 62.0 億円  

○ 農業農村整備事業関係 1,855.2 億円の内数 

 

５ 中山間地域等の課題への対応 

― 少子高齢化・人口減少で中山間地域等が直面する農地保全を含む集落活動の低下等の課題に

対応するために、食料自給力維持のための粗放的な農地利用の実証、農業等の収益性事業によ

るコミュニティ・サービスの維持に関するモデル事業等を支援。 
 

令和２年度      ３年度 

○ 多面的機能支払交付金 486.5億円 ⇒ 486.5 億円 （± 0.0%） 

○ 中山間地域等直接支払交付金 261.0億円 ⇒ 261.0 億円 （± 0.0%） 

○ 農山漁村振興交付金 98.1 億円 ⇒ 98.1 億円 （± 0.0%） 

  最適土地利用対策 ― ⇒ 4.0 億円 （ 皆 増 ） 

  次世代型コミュニティビジネスの展開 ― ⇒ 2.0 億円 （ 皆 増 ） 

○ 鳥獣被害防止総合対策交付金 100.1 億円 ⇒ 110.0 億円 （＋ 9.9%） 

２年度補正（第３号） 

○ 鳥獣被害防止総合対策交付金 22.9 億円  

 

６ グリーン社会の実現 

― カーボン・ニュートラル及びグリーン社会の実現に向けて、温室効果ガスの吸収源となる森

林資源の適切な管理や木材製品の利用拡大を推進するとともに、更なる温室効果ガスの排出抑

制・吸収に向けた農林技術開発を推進。 
 

                 令和２年度       ３年度 

○ 森林整備事業 1,222.6 億円 ⇒ 1,248.0億円 （＋  2.1%） 

○ 木材産業・木造建築活性化対策 11.6 億円 ⇒ 12.5 億円 （＋  7.6%） 

○ 農林水産研究推進事業      22.9 億円の内数 ⇒ 21.5 億円の内数 

２年度補正（第３号） 

○ 森林整備事業 496.0 億円  
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７ 水産改革 

― 改正漁業法の施行を踏まえ、資源調査・評価体制を充実し水産資源の適切な管理を図るとと

もに、資源管理に取り組む漁業者の経営安定対策を着実に実施。 
 

                 令和２年度       ３年度 

○ 水産資源調査・評価推進事業 52.2 億円 ⇒ 60.0 億円 （＋ 14.9%） 

○ 漁業収入安定対策事業 142.0 億円 ⇒ 200.5 億円 （＋ 41.2%） 

２年度補正（第３号） 

○ 漁業収入安定対策事業 424.9 億円  

 

８ 新型コロナウイルス感染症拡大による影響への対応 

― 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている農林水産業の担い手に対する経営継続

や労働力確保、農林水産物の販路の多様化等の支援や、引き続き厳しい状況にある飲食業の需

要喚起等を実施。 
 

        ２年度補正（第３号） 

○ 経営継続補助金   570.7 億円  

○ 高収益作物次期作支援交付金   1,343.0 億円  

○ 農業労働力確保緊急支援事業   15.3 億円  

○ 国産農林水産物等販路多様化緊急対策事業   250.0 億円  

○ Go To Eat キャンペーンの延長   515.0 億円  
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年

度
+

30
年

度
補

正

2年
度 +

元
年

度
補

正

3年
度 +

2年
度

補
正

（億円）
臨

時
・特

別
の

措
置

前
年

度
補

正
（

⾮
公

共
）

農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

等
農

⼭
漁

村
地

域
整

備
交

付
⾦

（
農

業
農

村
整

備
分

）
農

業
農

村
整

備
事

業

5,
90
5

（
6,
45
1）

5,
97
5

（
6,
51
5）

(※
)上

段
「通

常
分

」、
下

段
（

）
書

き
「通

常
分

＋
臨

時
・特

別
の

措
置

」

6,
30
0

農
業
農
村
整
備
事
業
（
Ｎ
Ｎ
）
関
係
予
算
の

推
移

3,
13
1

2,
82
5

4,
81
0

3,
78
1

4,
22
4

2,
18
7

5,
90
2

5,
77
2

5,
80
0

(※
)

(※
)
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農
林

⽔
産

省
共

通
申

請
サ

ー
ビス

（
ｅ

Ｍ
Ａ

Ｆ
Ｆ

）
に

よ
る

Ｄ
Ｘ

の
加

速
・推

進
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
3,

89
4（

71
9）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
林

漁
業

者
の

⾼
齢

化
や

労
働

⼒
不

⾜
等

の
課

題
が

あ
る

中
で

、担
い

⼿
が

経
営

に
集

中
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、農

林
⽔

産
省

が
所

管
す

る
全

て
の

⾏
政

⼿
続

の
業

務
の

抜
本

的
な

⾒
直

しを
進

め
な

が
ら、

⾏
政

⼿
続

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

図
り、

農
林

漁
業

の
デ

ジ
タ

ル
トラ

ン
ス

フォ
ー

メ
ー

シ
ョン

（
Ｄ

Ｘ
）

を
推

進
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
農

林
⽔

産
省

が
所

管
す

る
全

て
の

法
令

に
基

づ
く⼿

続
及

び
補

助
⾦

・交
付

⾦
の

申
請

⼿
続

の
オ

ンラ
イン

化
率

（
10

0％
［

令
和

４
年

度
ま

で
］

）
○

上
記

⼿
続

の
オ

ンラ
イン

利
⽤

率
（

60
％

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

.
農

林
⽔

産
省

共
通

申
請

サ
ー

ビス
（

eM
AF

F）
の

構
築

に
よ

る
⾏

政
⼿

続
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

3,
67

7（
71

9）
百

万
円

】
【令

和
2年

度
第

3次
補

正
予

算
額

1,
52

7百
万

円
】

農
林

⽔
産

省
が

所
管

す
る

全
て

の
⾏

政
⼿

続
の

申
請

に
係

る
書

類
や

申
請

項
⽬

等
の

抜
本

的
な

⾒
直

しを
進

め
な

が
ら、

農
林

漁
業

者
等

が
⾃

分
の

ス
マ

ホ
や

タ
ブ

レ
ット

、パ
ソ

コン
か

ら補
助

⾦
等

の
申

請
が

⾏
え

る
よ

うに
す

る
た

め
の

「農
林

⽔
産

省
共

通
申

請
サ

ー
ビス

」（
通

称
︓

eM
AF

F）
を

構
築

しま
す

。

２
.

デ
ジ

タ
ル

地
図

を
活

⽤
した

農
林

⽔
産

省
地

理
情

報
共

通
管

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

21
7（

ー
）

百
万

円
】

【令
和

2年
度

第
3次

補
正

予
算

額
1,

37
7百

万
円

】
eM

AF
Fの

利
⽤

を
進

め
な

が
ら、

デ
ジ

タル
地

図
を

活
⽤

して
、農

地
台

帳
、⽔

⽥
台

帳
等

の
農

地
の

現
場

情
報

を
統

合
し、

農
地

の
利

⽤
状

況
の

現
地

確
認

等
の

抜
本

的
な

効
率

化
・省

⼒
化

な
どを

図
る

た
め

の
「農

林
⽔

産
省

地
理

情
報

共
通

管
理

シ
ス

テ
ム

」を
開

発
しま

す
。

農
林

⽔
産

省
所

管
の

補
助

⾦
申

請
に

お
け

る
添

付
書

類
⼀

式
の

例

※
本

事
業

は
、直

轄
で

実
施

地
図
、
農
地
区
画
、
気
象
、

⼟
壌
、
育
成
予
測
等

の
関
連
デ
ー
タ

農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤

(Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

)、
個
別
事
業
シ
ス
テ
ム
等

農
地

台
帳

⽔
⽥

台
帳

等
筆

ポ
リゴ

ン

（
農

地
の

現
場

情
報

を
統

合
）

デ
ジ
タ
ル
地
図

タブ
レ

ット
で

の
現

地
確

認
に

よ
る

効
率

化

共
通
申
請

サ
ー
ビ
ス

（
eM

AF
F）

デ
ー
タ
連
携

代
理
申
請
等
の
⽀
援

農
林
漁
業
者
等

審
査
・
承
認

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
法

⼈
共

通
認

証
基

盤
に

よ
る

ロ
グ

イ
ン

農
業
経
営
に
関
わ
る

デ
ー
タ
の
提
供

農
林
⽔
産
省

県
・
市
町
村
等

関
係
機
関

相
談

審
査
・
承
認

【令
和

2年
度

第
3次

補
正

予
算

額
2,

90
4百

万
円

】
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20
30

年
輸

出
５

兆
円

⽬
標

の
実

現
に

向
け

た
「農

林
⽔

産
物

・⾷
品

の
輸

出
拡

⼤
実

⾏
戦

略
」の

実
施

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

9,
90

8
（

9,
45

8）
百

万
円

、輸
出

関
係

総
額

72
,7

00
（

57
,8

33
）

百
万

円
の

内
数

】
（

令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

額
39

,5
95

百
万

円
、輸

出
関

連
事

業
30

,7
20

百
万

円
）

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

５
兆

円
⽬

標
の

実
現

に
向

け
て

、官
⺠

⼀
体

とな
った

海
外

で
の

販
売

⼒
の

強
化

、マ
ー

ケ
ット

イ
ン

の
発

想
で

輸
出

に
チ

ャレ
ン

ジ
す

る
農

林
漁

業
者

の
後

押
し、

省
庁

の
垣

根
を

超
え

た
政

府
⼀

体
とな

った
輸

出
の

障
害

の
克

服
等

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

輸
出

額
の

拡
⼤

（
２

兆
円

［
20

25
年

ま
で

］
、５

兆
円

［
20

30
年

ま
で

］
）

＜
事

業
の

全
体

像
＞

グ
ロ

ー
バ

ル
産

地
づ

くり
の

強
化

・
Ｇ

Ｆ
Ｐ

を
通

じた
海

外
の

規
制

等
に

対
応

した
グ

ロー
バ

ル
産

地
の

育
成

・
加

⼯
⾷

品
の

品
⽬

別
の

課
題

解
決

を
⽀

援
・

グ
ロー

バ
ル

産
地

と主
要

地
⽅

港
湾

施
設

等
を

活
⽤

した
輸

出
物

流
の

効
率

化
の

実
証

・
梱

包
材

の
規

格
設

計
等

の
実

証
・

規
格

・認
証

の
普

及
と国

際
標

準
化

へ
の

対
応

等

５ 兆 円 ⽬ 標 に 向 け た 更 な る 輸 出 拡 ⼤ を ⽬ 指 す

（
１

）
規

制
の

緩
和

・撤
廃

に
向

け
た

協
議

の
加

速
化

・
政

府
間

交
渉

に
必

要
とな

る
情

報
・科

学
的

デ
ー

タの
収

集
・分

析
・

国
際

的
植

物
検

疫
処

理
基

準
の

確
⽴

・実
証

（
２

）
輸

出
⼿

続
の

円
滑

化
、利

便
性

の
向

上
・

研
修

等
に

よ
る

実
務

担
当

者
の

能
⼒

向
上

、⼈
員

の
増

強
や

検
査

機
器

の
導

⼊
、

輸
出

証
明

書
の

発
⾏

場
所

の
拡

⼤
等

（
３

）
輸

出
向

け
施

設
の

整
備

・
⾷

品
産

業
に

対
す

る
輸

出
向

け
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

等
対

応
施

設
の

整
備

（
４

）
⽣

産
段

階
で

の
⾷

品
安

全
規

制
へ

の
対

応
強

化
・

輸
出

施
設

の
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

等
認

定
、畜

⽔
産

物
モニ

タリ
ング

検
査

、イ
ンポ

ー
トト

レ
ラン

ス
申

請
、国

際
的

認
証

取
得

・更
新

へ
の

⽀
援

等
（

５
）

輸
出

促
進

に
資

す
る

動
植

物
検

疫
・

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
※
へ

の
動

物
検

疫
証

明
書

電
⼦

化
シ

ス
テ

ム
の

導
⼊

・
輸

出
検

査
の

信
頼

性
確

保
（

６
）

知
的

財
産

の
流

出
防

⽌
・

植
物

品
種

等
の

海
外

流
出

防
⽌

・
地

理
的

表
⽰

（
Ｇ

Ｉ
）

の
保

護
・

海
外

に
お

け
る

知
的

財
産

侵
害

対
応

等
へ

の
⽀

援
等

３
省

庁
の

垣
根

を
超

え
た

政
府

⼀
体

とな
った

輸
出

の
障

害
の

克
服

等
【4

8億
円

】

（
１

）
海

外
の

販
路

開
拓

の
強

化
・

Ｊ
Ｆ

Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｏ

に
よ

る
戦

略
的

プ
ロモ

ー
シ

ョン
、新

た
な

マ
ー

ケ
ット

開
拓

・
Ｊ

Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ

に
よ

る
輸

出
総

合
サ

ポ
ー

ト、
⽇

本
産

⾷
材

サ
ポ

ー
ター

店
等

と連
携

した
キ

ャン
ペ

ー
ン実

施
・

品
⽬

団
体

・⺠
間

事
業

者
等

に
よ

る
海

外
の

販
路

開
拓

・拡
⼤

・
⾼

耐
久

⽊
材

等
の

⾼
付

加
価

値
⽊

材
製

品
の

海
外

の
販

路
開

拓
（

２
）

⽇
本

⾷
・⾷

⽂
化

の
魅

⼒
発

信
・

海
外

料
理

⼈
等

の
育

成
⽀

援
、発

信
拠

点
（

⽇
本

産
⾷

材
サ

ポ
ー

ター
店

等
）

の
拡

⼤
、

グ
ロー

バ
ル

イベ
ント

等
を

活
⽤

した
⽇

本
⾷

・⾷
⽂

化
の

発
信

・
⾷

体
験

の
提

供
促

進
（

３
）

⾷
品

関
連

企
業

等
の

海
外

進
出

⽀
援

・
Ｇ

Ｆ
Ｖ

Ｃ
※
推

進
官

⺠
協

議
会

を
通

じた
企

業
連

携
に

よ
る

海
外

展
開

⽀
援

等

２
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

発
想

で
輸

出
に

チ
ャレ

ン
ジ

す
る

農
林

漁
業

者
の

後
押

し
【1

3億
円

】
１

品
⽬

別
輸

出
⽬

標
の

達
成

に
向

け
た

官
⺠

⼀
体

とな
った

海
外

で
の

販
売

⼒
の

強
化

【3
8億

円
】

（
※

輸
出

⼊
・港

湾
関

連
情

報
処

理
シ

ス
テ

ム
）

（
※

グ
ロー

バ
ル

・フ
ー

ドバ
リュ

ー
チ

ェー
ン）

― 9 ―

―  ―0123456789



20
30

年
輸

出
５

兆
円

⽬
標

の
実

現
に

向
け

た
「農

林
⽔

産
物

・⾷
品

の
輸

出
拡

⼤
実

⾏
戦

略
」の

実
施

【令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

額
39

,5
95

百
万

円
、輸

出
関

連
事

業
30

,7
20

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

５
兆

円
⽬

標
の

達
成

に
向

け
、官

⺠
⼀

体
とな

った
海

外
で

の
販

売
⼒

の
強

化
、マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

発
想

で
輸

出
に

チ
ャレ

ン
ジ

す
る

農
林

漁
業

者
の

後
押

し、
省

庁
の

垣
根

を
超

え
た

政
府

⼀
体

とな
った

輸
出

の
障

害
の

克
服

等
を

⽀
援

しま
す

。

＜
政

策
⽬

標
＞

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

輸
出

額
の

拡
⼤

（
２

兆
円

［
20

25
年

ま
で

］
、５

兆
円

［
20

30
年

ま
で

］
）

＜
事

業
の

全
体

像
＞

（
1）

官
⺠

⼀
体

とな
った

海
外

で
の

販
売

⼒
の

強
化

・Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ

Ｏ
に

よ
る

ビジ
ネ

ス
マ

ッチ
ン

グ
、Ｊ

Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ

Ｏ
に

よ
る

重
点

的
・戦

略
的

プ
ロモ

ー
シ

ョン
、品

⽬
団

体
等

に
よ

る
PR

・販
売

促
進

活
動

、輸
出

を
牽

引
す

る
現

地
の

⼩
売

・飲
⾷

店
や

流
通

事
業

者
等

を
通

じた
家

庭
向

け
⽇

本
産

⾷
材

の
販

路
拡

⼤
等

を
⽀

援
・コ

メ・
コメ

加
⼯

品
の

海
外

需
要

の
開

拓
等

を
⽀

援
・⽇

本
⾷

・⾷
⽂

化
の

情
報

発
信

及
び

⾷
体

験
の

効
果

的
プ

ロモ
ー

シ
ョン

を
実

施
（

2）
我

が
国

⾷
産

業
の

海
外

展
開

の
後

押
し

・機
材

の
導

⼊
・P

R活
動

等
を

含
む

海
外

展
開

の
取

組
の

実
証

を⽀
援

１
品

⽬
別

輸
出

⽬
標

の
達

成
に

向
け

た
官

⺠
⼀

体
とな

った
海

外
で

の
販

売
⼒

の
強

化
【3

9億
円

】
（

1）
グ

ロ
ー

バ
ル

産
地

づ
くり

緊
急

対
策

・Ｇ
Ｆ

Ｐ
を

通
じた

産
地

間
連

携
の

促
進

、輸
出

診
断

、新
技

術
導

⼊
等

を⽀
援

・地
域

の
加

⼯
⾷

品
の

国
際

競
争

⼒
強

化
、国

際
的

な
規

格
認

証
の

取
得

等
を⽀

援
（

2）
⼀

貫
した

コー
ル

ドチ
ェー

ン
に

よ
る

輸
出

物
流

の
構

築
・集

出
荷

の
拠

点
とな

る
保

冷
施

設
の

整
備

、保
冷

コン
テ

ナ
の

導
⼊

、保
冷

輸
送

の
実

証
等

を
⽀

援
・戦

略
を

受
け

て
産

地
間

が
連

携
した

主
要

地
⽅

港
湾

等
の

具
体

的
な

利
活

⽤
の

⽅
策

を調
査

・検
討

（
3）

畜
産

物
輸

出
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
推

進
対

策
・輸

出
先

国
の

規
制

や
ニ

ー
ズ

に
対

応
して

畜
産

物
の

販
売

⼒
を

強
化

す
る

た
め

、⽣
産

者
、輸

出
事

業
者

、⾷
⾁

処
理

事
業

者
等

に
よ

る
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

産
地

で
形

成
し、

輸
⼊

国
の

求
め

に
応

え
る

た
め

の
取

組
を

⽀
援

２
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

発
想

で
輸

出
に

チ
ャレ

ン
ジ

す
る

農
林

漁
業

者
の

後
押

し
【4

2億
円

】

（
1）

輸
出

先
国

の
規

制
緩

和
・撤

廃
等

に
向

け
た

取
組

の
推

進
・国

際
的

認
証

取
得

・更
新

、製
品

仕
様

の
変

更
に

伴
う経

費
の

⽀
援

、輸
出

先
国

の
市

場
情

報
等

の
調

査
・輸

出
施

設
の

Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ

Ｐ
等

認
定

、イ
ン

ポ
ー

トト
レ

ラン
ス

申
請

、畜
産

物
モ

ニ
タリ

ン
グ

検
査

、コ
メ・

コメ
加

⼯
品

の
輸

出
に

必
要

な
規

制
対

応

（
2）

輸
出

先
国

の
規

制
や

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
加

⼯
施

設
等

の
整

備
・加

⼯
⾷

品
等

の
輸

出
拡

⼤
に

必
要

な
製

造
・加

⼯
、流

通
等

の
施

設
の

新
設

及
び

改
修

、機
器

の
整

備
⽀

援
・農

畜
産

物
の

輸
出

拡
⼤

に
必

要
な

集
出

荷
貯

蔵
施

設
、コ

ー
ル

ドチ
ェー

ン
対

応
型

の
卸

売
市

場
等

の
整

備
を

⽀
援

・⼤
規

模
な

⽔
産

物
流

通
・⽣

産
の

拠
点

で
の

共
同

利
⽤

施
設

・養
殖

場
等

の
⼀

体
的

整
備

、⽣
産

か
ら販

売
ま

で
の

関
係

者
が

連
携

して
輸

出
先

国
の

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
モ

デ
ル

的
な

商
流

・物
流

の
構

築
を

⽀
援

（
3）

⽇
本

の
強

み
を

守
る

た
め

の
知

的
財

産
対

策
の

強
化

・輸
出

拡
⼤

に
資

す
る

地
理

的
表

⽰
申

請
等

へ
の

⽀
援

・海
外

で
の

品
種

登
録

の
⽀

援
や

品
種

登
録

審
査

に
必

要
な

栽
培

試
験

等
を

⾏
う種

苗
管

理
施

設
の

整
備

を
⽀

援

（
4）

そ
の

他
・ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
に

よ
る

輸
出

重
点

品
⽬

の
⽣

産
拡

⼤
や

シ
ェア

リン
グ

等
の

導
⼊

・実
証

を
⽀

援

３
省

庁
の

垣
根

を
超

え
た

政
府

⼀
体

とな
った

輸
出

の
障

害
の

克
服

等
【2

48
億

円
】

等

等
等

・農
業

農
村

整
備

事
業

・合
板

・製
材

・集
成

材
国

際
競

争
⼒

強
化

・輸
出

促
進

対
策

・畜
産

・酪
農

収
益

⼒
強

化
整

備
等

特
別

対
策

事
業

・産
地

⽣
産

基
盤

パ
ワ

ー
ア

ップ
事

業

４
輸

出
枠

等
を

設
定

して
い

る
事

業
【6

6億
円

】

・担
い

⼿
経

営
発

展
⽀

援
⾦

融
対

策
事

業 【1
7億

円
】

・新
市

場
開

拓
に

向
け

た
⽔

⽥
リノ

ベ
ー

シ
ョン

事
業

【2
90

億
円

】

輸
出

関
連

事
業
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新
市

場
開

拓
に

向
け

た
⽔

⽥
リノ

ベ
ー

シ
ョン

事
業

等

結
び

つ
き

を
強

⼒
に

推
進

○
輸

出
・実

需
ニー

ズ
に

応
え

る
た

め
の

低
コス

ト⽣
産

技
術

等
の

導
⼊

を
⽀

援
。

新
市

場
開

拓
⽤

⽶
（

輸
出

⽤
⽶

）
、加

⼯
⽤

⽶
、

⻨
・⼤

⾖
、⾼

収
益

作
物

（
野

菜
・果

実
）

＜
⽣

産
者

へ
の

⽀
援

＞

【対
象

品
⽬

】

○
需

要
創

出
・輸

出
拡

⼤
の

た
め

の
製

造
機

械
・施

設
の

整
備

を
⽀

援
。＜

実
需

へ
の

⽀
援

＞

⽔
⽥

活
⽤

の
直

接
⽀

払
交

付
⾦

の
単

価
よ

りも
掛

か
り

増
し経

費
相

当
を

増
額

（
４

万
円

/1
0a

）

【助
成

単
価

】

輸
出

⽤
⽶

・加
⼯

⽤
⽶

直
播

栽
培

⾼
収

益
作

物
（

野
菜

等
）

⽣
物

農
薬

輸
出

向
け

パ
ック

ご
飯

や
カッ

ト野
菜

の
製

造
ライ

ン等
【対

象
】

コメ
・コ

メ
加

⼯
品

パ
ック

ご
飯

の
製

造
ライ

ン増
設

パ
ック

ご
飯

⻘
果

加
⼯

品

カッ
ト野

菜
の

製
造

ライ
ン整

備

カッ
ト野

菜
・果

物

連
携

※
併

せ
て

、⻨
・⼤

⾖
の

収
益

性
・⽣

産
性

向
上

に
向

け
た

団
地

化
の

推
進

や
安

定
供

給
の

た
め

の
保

管
⽀

援
等

を実
施

（
うち

60
億

円
）

。

【令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

額
】

３
５

０
億

円

○
農

林
⽔

産
物

の
輸

出
５

兆
円

⽬
標

を
⾒

据
え

、輸
出

・実
需

ニー
ズ

に
対

応
した

輸
出

⽤
⽶

、加
⼯

⽤
⽶

、⻨
・⼤

⾖
、⾼

収
益

作
物

の
⽣

産
拡

⼤
に

向
け

た
、⽣

産
者

の
低

コス
ト⽣

産
技

術
等

の
導

⼊
⽀

援
と、

実
需

の
製

造
機

械
・施

設
整

備
⽀

援
を

実
施

。
○

当
該

補
正

予
算

に
よ

る
特

別
な

前
倒

し⽀
援

と、
令

和
３

年
度

当
初

予
算

（
⽔

⽥
活

⽤
の

直
接

⽀
払

交
付

⾦
︓

3,
05

0億
円

）
に

よ
り、

来
年

必
要

な
過

去
最

⼤
規

模
の

⽔
⽥

の
作

付
転

換
（

昨
年

⽐
6.

7h
aの

転
作

⾯
積

増
）

に
対

応
。
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⽔
⽥

活
⽤

の
直

接
⽀

払
交

付
⾦

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

30
5,

00
0（

30
5,

00
0）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

⽶
政

策
改

⾰
の

定
着

と⽔
⽥

フル
活

⽤
の

推
進

に
向

け
、⾷

料
⾃

給
率

・⾃
給

⼒
の

向
上

に
資

す
る

⻨
、⼤

⾖
、飼

料
⽤

⽶
等

の
戦

略
作

物
の

本
作

化
とと

も
に

、地
域

の
特

⾊
を

い
か

した
魅

⼒
的

な
産

地
づ

くり
、⾼

収
益

作
物

の
導

⼊
・定

着
等

を
⽀

援
しま

す
。ま

た
、都

道
府

県
が

転
換

拡
⼤

を
独

⾃
に

⽀
援

す
る

場
合

に
、国

が
追

加
的

に
⽀

援
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
飼

料
⽤

⽶
、⽶

粉
⽤

⽶
の⽣

産
を拡

⼤
（

飼
料

⽤
⽶

︓
70

万
トン

、⽶
粉

⽤
⽶

︓
13

万
トン

［
令

和
12

年
度

まで
］

）
○

飼
料

⾃
給

率
の向

上
（

34
%

［
令

和
12

年
度

まで
］

）
○

担
い⼿

の飼
料

⽤
⽶

の⽣
産

コス
トを

10
年

間
で５

割
程

度
削

減
［

令
和

７
年

度
まで

］
○

⻨
・⼤

⾖
等

の作
付

⾯
積

を拡
⼤

（
⻨

30
.7

万
ha

、⼤
⾖

17
万

ha
［

令
和

12
年

度
まで

］
）

１
．

戦
略

作
物

助
成

⽔
⽥

を
活

⽤
して

、⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作

物
、Ｗ

Ｃ
Ｓ

⽤
稲

、加
⼯

⽤
⽶

、
飼

料
⽤

⽶
、⽶

粉
⽤

⽶
を

⽣
産

す
る

農
業

者
を

⽀
援

しま
す

。
２

．
産

地
交

付
⾦

地
域

の
作

物
振

興
の

設
計

図
とな

る
「⽔

⽥
収

益
⼒

強
化

ビジ
ョン

」に
基

づ
き

、
⾼

付
加

価
値

化
や

低
コス

ト化
を

図
りな

が
ら、

地
域

の
特

⾊
の

あ
る

魅
⼒

的
な

産
品

の
産

地
を

創
造

す
る

た
め

、⼆
⽑

作
や

耕
畜

連
携

を
含

め
、地

域
の

裁
量

で
産

地
づ

くり
に

向
け

た
取

組
を

⽀
援

しま
す

。
３

．
⽔

⽥
農

業
⾼

収
益

化
推

進
助

成
都

道
府

県
が

策
定

した
「⽔

⽥
農

業
⾼

収
益

化
推

進
計

画
」に

基
づ

き
、

⾼
収

益
作

物
の

導
⼊

・定
着

等
を

図
る

取
組

を
⽀

援
※
しま

す
。

※
国

の
み

な
らず

地
⽅

公
共

団
体

等
の

関
係

部
局

が
連

携
し、

基
盤

整
備

、栽
培

技
術

や
機

械
・施

設
の

導
⼊

、販
路

確
保

等
の

取
組

と併
せ

て
、⽔

⽥
で

の
⾼

収
益

作
物

へ
の

転
換

等
を

計
画

的
か

つ
⼀

体
的

に
推

進
。

４
．

都
道

府
県

連
携

型
助

成
都

道
府

県
が

転
換

拡
⼤

に
取

り組
む

⽣
産

者
を

独
⾃

に
⽀

援
す

る
場

合
に

、
国

が
追

加
的

に
⽀

援
しま

す
。

交
付

対
象

者
販

売
⽬

的
で

対
象

作
物

を
⽣

産
す

る
販

売
農

家
・集

落
営

農

国
農

業
再

⽣
協

議
会

等
農

業
者

営
農

計
画

書
・交

付
申

請
書

等
の

取
りま

とめ

交
付

申
請

＜
事

業
の

流
れ

＞

戦
略

作
物

助
成

対
象

作
物

交
付

単
価

⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作

物
※

１
3.

5万
円

/1
0a

Ｗ
Ｃ

Ｓ
⽤

稲
8.

0万
円

/1
0a

加
⼯

⽤
⽶

2.
0万

円
/1

0a
飼

料
⽤

⽶
、⽶

粉
⽤

⽶
収

量
に

応
じ、

5.
5万

円
〜

10
.5

万
円

/1
0a

産
地

交
付

⾦

＜
飼

料
⽤

⽶
・⽶

粉
⽤

⽶
の

収
量

と交
付

単
価

の
関

係
＞

取
組

内
容

配
分

単
価

飼
料

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

の
複

数
年

契
約

（
３

年
以

上
の

契
約

）
1.

2万
円

/1
0a

そば
・な

た
ね

、新
市

場
開

拓
⽤

⽶
の

作
付

け
（

基
幹

作
の

み
）

2.
0万

円
/1

0a

○
国

か
ら配

分
す

る
資

⾦
枠

の
範

囲
内

で
、都

道
府

県
や

地
域

農
業

再
⽣

協
議

会
毎

に
「⽔

⽥
収

益
⼒

強
化

ビジ
ョン

」
に

お
い

て
⽀

援
内

容
（

対
象

作
物

や
単

価
等

）
を

設
定

（
⼀

定
割

合
以

上
は

都
道

府
県

段
階

で
⽀

援
内

容
を

決
定

）
。

○
また

、「
転

換
作

物
拡

⼤
計

画
」に

基
づ

き、
地

域
農

業
再

⽣
協

議
会

毎
の

拡
⼤

⾯
積

に
応

じて
以

下
を年

度
当

初
に

配
分

。
①

転
換

作
物

拡
⼤

加
算

（
1.

5万
円

/1
0a

）
主

⾷
⽤

⽶
が

減
少

し、
転

換
作

物
の

⾯
積

が
前

年
度

よ
り拡

⼤
した

場
合

。
②

⾼
収

益
作

物
等

拡
⼤

加
算

（
3.

5万
円

/1
0a

）
主

⾷
⽤

⽶
が

減
少

し、
⾼

収
益

作
物

等
※

３
の

⾯
積

が
前

年
度

よ
り拡

⼤
した

場
合

。
○

さら
に

、当
年

産
の

以
下

の
取

組
に

応
じて

追
加

配
分

。

※
１

︓
飼

料
⽤

とう
も

ろ
こし

を
含

む
単

収
（

kg
/1

0a
）

10
.5
万

8.
0万

5.
5万

+
15

0
-1

50

数
量

払
い

の
単

価
（

傾
き

）
︓

約
16

7円
/k

g

標
準

単
収

値
※

2

助
成

額
（

円
/1

0ａ
）

※
２

︓
地

域
ご

とに
設

定

※
３

︓
⾼

収
益

作
物

等
︔

⾼
収

益
作

物
（

園
芸

作
物

等
）

、
新

市
場

開
拓

⽤
⽶

、加
⼯

⽤
⽶

、
飼

料
⽤

とう
も

ろ
こし

⽔
⽥

農
業

⾼
収

益
化

推
進

助
成

○
「推

進
計

画
」に

位
置

付
け

られ
た

産
地

に
お

け
る

以
下

の
取

組
を

⽀
援

。
①

⾼
収

益
作

物
定

着
促

進
⽀

援
（

2.
0（

3.
0※

４
）

万
円

/1
0a

×
５

年
間

）
⾼

収
益

作
物

の
新

た
な

導
⼊

⾯
積

に
応

じて
⽀

援
。（

②
とセ

ット
）

②
⾼

収
益

作
物

畑
地

化
⽀

援
（

17
.5

万
円

/1
0a

）
⾼

収
益

作
物

に
よ

る
畑

地
化

の
取

組
を

⽀
援

※
５
。

③
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

⽀
援

（
1.

0万
円

/1
0a

）
⼦

実
⽤

とう
も

ろ
こし

の
作

付
⾯

積
に

応
じて

⽀
援

。

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

都
道

府
県

連
携

型
助

成
○

都
道

府
県

が
転

換
作

物
を⽣

産
す

る
農

業
者

を独
⾃

に
⽀

援
す

る
場

合
に

、当
該

⽀
援

の
対

象
農

業
者

に
対

して
、前

年
度

か
らの

拡
⼤

⾯
積

に
応

じて
、都

道
府

県
の

⽀
援

単
価

と同
額

（
上

限
︓

５
千

円
/1

0a
）

で
国

が
追

加
的

に
⽀

援
。

※
４

︓
加

⼯
・業

務
⽤

野
菜

等
の

場
合

※
５

︓
R5

年
度

ま
で

の
時

限
措

置
とし

、
その

他
の

転
換

作
物

に
係

る
畑

地
化

も
同

様
の

単
価

で
⽀

援
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〈
交
付
要
件
〉

・
当
年
度
の
貸
付
⾯
積
（
交
付
対
象
⾯
積
）
の
１
割
以
上
が
新
た
に
担
い
⼿
に
集
積
さ
れ
る
こ
と
等

注
担
い
⼿
が
不
⾜
す
る
地
域
は
、
⼀
定
の
条
件
の
下
、
１
割
以
上
を
1/
２
に
緩
和

農
地
バ
ン
ク
を
活
⽤
し
て
担
い
⼿
同
⼠
の
農
地
交
換
等
に
よ
り

担
い
⼿
へ
の
農
地
集
約
化
に
取
り
組
む
地
域
を
⽀
援
し
ま
す
。

機
構
集
積
協
⼒
⾦
交
付
事
業
の
概
要

【
令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3,
48
5（

3,
27
2）

百
万
円

※
都
道
府
県
基
⾦
と
併
せ
て
交
付

（
執
⾏
⾒
込
額
）
4,
62
2（

4,
03
6）

百
万
円
】

○
実
質
化
し
た
⼈
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
域
内
の
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
農
地

中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
に
貸
し
付
け
、
担
い
⼿
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
図
る
場
合
に
、

協
⼒
⾦
を
交
付
し
ま
す
。

注
⼈
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
た
⼯
程
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
地
域
を
含
む
。

１
．

地
域

集
積

協
力

金

（
1
）

集
積

タ
イ

プ

２
．

経
営

転
換

協
力

金

農
地
バ
ン
ク
の

活
⽤
率
（
累
積
）

交
付
単
価

区
分
１

40
％
超
70
％
以
下

0.
5万

円
/1
0a

区
分
２

70
％
超

1.
0万

円
/1
0a

交
付
単
価

上
限
額

令
和
3年

度
1.
5万

円
/1
0a

50
万
円
/1
⼾

令
和
4・

5年
度

1.
0万

円
/1
0a

25
万
円
/1
⼾

農
地
バ
ン
ク
を
活
⽤
し
て
担
い
⼿
へ
の
農
地
集
積
等
に
取
り
組
む
地
域
を
⽀
援
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
（
２
）
の
「
集
約
化
タ
イ
プ
」
に
も
取
り
組
む
場
合
に
は
、
同
⼀
年
度
内
で
あ
っ
て
も

同
タ
イ
プ
で
併
せ
て
⽀
援
し
ま
す
。

（
2
）

集
約

化
タ

イ
プ

○
次
の
農
業
者
等
が
農
地
バ
ン
ク
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
場
合

に
、
協
⼒
⾦
を
交
付
し
ま
す
。

・
農
業
部
⾨
の
減
少
に
よ
り
経
営
転
換
す
る
農
業
者

・
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者

・
農
地
の
相
続
⼈
で
農
業
経
営
を
⾏
わ
な
い
者

〈
交
付
要
件
〉

・
農
地
を
10
年
以
上
農
地
バ
ン
ク
に
貸
し
付
け
る
こ
と

等

注
１

貸
付
期
間
が
６
年
未
満
の
農
地
は
、
交
付
対
象
外
（
農
地
バ
ン
ク
の
活
⽤
率
の
算
定
に
は
加
算
）
。

注
２

東
⽇
本
⼤
震
災
の
津
波
被
災
地
域
は
、
0.
3万

円
/1
0a
上
乗
せ
。

注
３

⼀
般
地
域
に
お
け
る
２
回
⽬
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
区
分
１
の
20
％
超
を
10
％
超
に
緩
和
。

地
域
の
農
地
⾯
積

（
前
年
度
ま
で
の
貸
付
⾯
積
を
除
く
）

当
年
度
の
農
地
バ
ン
ク
へ
の
貸
付
⾯
積

■
農
地
バ
ン
ク
の
活
⽤
率

■
中
⼭
間
地
域
は
、
農
林
統
計
上
の
中
間
農
業
地
域

⼜
は
⼭
間
農
業
地
域
（
旧
市
区
町
村
別
）
の
う
ち

中
⼭
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
実
施
地
域

注
１

令
和
５
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
縮
減
・
廃
⽌
。

注
２

令
和
4･
5年

度
は
、
地
域
集
積
協
⼒
⾦
と
⼀
体
的
に
取
り
組
む
場
合
に

の
み
交
付
対
象
。

３
．

農
地

整
備

・
集

約
協

力
金

○
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
取
り
組
む
場
合
の
農
業
者
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
協
⼒
⾦
を
交
付
し
ま
す
。

〈
交
付
要
件
〉
注

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
実
施
地
区
で
満
た
す
必
要

・
対
象
農
地
が
基
盤
整
備
済
み
地
区
に
内
在
ま
た
は
隣
接
し
、

地
域
内
で
合
計
10
ha
（
中
⼭
間
︓
5h
a）
未
満
で
あ
る
こ
と

・
対
象
農
地
の
全
て
が
、
農
地
バ
ン
ク
に
15
年
以
上
貸
付
け
ら

れ
、
⽬
標
年
度
ま
で
に
担
い
⼿
に
集
積
さ
れ
る
こ
と

・
対
象
農
地
を
含
む
地
域
に
お
い
て
、
⼈
・
農
地
プ
ラ
ン
の
⾒

直
し
（
実
質
化
）
を
⾏
う
こ
と

等 ⽬
標
年
度
に

お
け
る
担
い
⼿
の

農
地
集
約
化
率

交
付
率

（
整
備
費
に

対
す
る
割
合
）

10
0％

12
.5
％

90
％
以
上

8.
5％

80
％
以
上

5.
0％

■
担
い
⼿
の
農
地
集
約
化
率

=
事
業
対
象
農
地
⾯
積

担
い
⼿
に
集
約
し
た

事
業
対
象
農
地
⾯
積

注
令
和
5年

度
ま
で
の
時
限
措
置

注
福
島
被
災
12
市
町
村
の
避
難
解
除
区
域
等
に
つ
い
て
は
、
東
⽇
本
⼤
震
災
復
興
特
別
会
計
と
併
せ
て
⽀
援
。

〈
交
付
要
件
︓
次
の
い
ず
れ
か
を
翌
々
年
度
ま
で
に
満
た
す
こ
と
〉

・
地
域
の
農
地
⾯
積
に
占
め
る
担
い
⼿
の
１
ha
以
上
（
中
⼭
間
地

域
及
び
樹
園
地
は
0.
5h
a以
上
、
北
海
道
は
６
ha
以
上
）
の
団
地

⾯
積
の
割
合
が
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
す
る
こ
と

・
既
に
担
い
⼿
の
１
ha
以
上
の
団
地
⾯
積
の
割
合
が
40
％
以
上
の

地
域
に
お
い
て
、
担
い
⼿
の
１
団
地
当
た
り
の
平
均
⾯
積
が
1.
5

倍
以
上
と
な
る
こ
と

農
地
バ
ン
ク
の
活
⽤
率

交
付
単
価

⼀
般
地
域

中
⼭
間
地
域

区
分
１

20
％
超
40
％
以
下

４
％
超
15
％
以
下

1.
0万

円
/1
0a

区
分
２

40
％
超
70
％
以
下

15
％
超
30
％
以
下

1.
6万

円
/1
0a

区
分
３

70
％
超

30
％
超
50
％
以
下

2.
2万

円
/1
0a

区
分
４

50
％
超

2.
8万

円
/1
0a

地
域
の
農
地
⾯
積

農
地
バ
ン
ク
へ
の
全
貸
付
⾯
積

■
農
地
バ
ン
ク
の
活
⽤
率
（
累
積
）

■
交
付
対
象
⾯
積
は
、
当
年
度
の
農
地

バ
ン
ク
か
ら
の
転
貸
⾯
積
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ス
マ

ー
ト農

業
総

合
推

進
対

策
事

業
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
1,

35
9（

1,
50

0）
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

ス
マ

ー
ト農

業
の

社
会

実
装

を
加

速
す

る
た

め
、先

端
技

術
の

現
場

へ
の

導
⼊

・実
証

や
、地

域
で

の
戦

略
づ

くり
、科

学
的

デ
ー

タに
基

づ
く⼟

づ
くり

、教
育

の
推

進
、農

業
デ

ー
タ連

携
基

盤
（

W
AG

RI
）

の
活

⽤
促

進
等

の
環

境
整

備
の

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

農
業

の
担

い
⼿

の
ほ

ぼ
全

て
が

デ
ー

タを
活

⽤
した

農
業

を
実

践
［

令
和

７
年

ま
で

］

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

１
．

ス
マ

ー
ト農

業
加

速
化

実
証

プ
ロ

ジ
ェク

ト
先

端
技

術
を

活
⽤

した
ス

マ
ー

ト農
業

技
術

を
⽣

産
現

場
に

導
⼊

し、
テ

ー
マに

基
づ

く現
場

実
証

や
情

報
提

供
・経

営
分

析
等

を
実

施
しま

す
。

２
．

ス
マ

ー
ト農

業
普

及
の

た
め

の
環

境
整

備
①

農
林

⽔
産

デ
ー

タ管
理

・活
⽤

基
盤

強
化

農
業

デ
ー

タ
の

連
携

・共
有

や
W

AG
RI

活
⽤

促
進

の
た

め
の

環
境

整
備

を⽀
援

しま
す

。
②

農
林

⽔
産

業
に

お
け

る
ロボ

ット
技

術
安

全
性

確
保

策
検

討
ロボ

ット
農

機
の

現
場

導
⼊

に
向

け
た

、安
全

性
確

保
の

ル
ー

ル
づ

くり
等

を
⽀

援
しま

す
。

③
次

世
代

に
つ

な
ぐ営

農
体

系
確

⽴
⽀

援
新

た
な

営
農

体
系

の
戦

略
づ

くり
､デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

･展
開

を
⽀

援
しま

す
。

④
デ

ー
タ駆

動
型

⼟
づ

くり
推

進
科

学
的

デ
ー

タに
基

づ
く⼟

づ
くり

た
め

の
⼟

壌
診

断
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

等
を

⽀
援

しま
す

。
⑤

ス
マ

ー
ト農

業
教

育
推

進
農

業
⼤

学
校

等
の

授
業

で
活

⽤
で

き
る

教
育

コン
テ

ン
ツ

提
供

等
を

実
施

しま
す

。
⑥

ス
マ

ー
トグ

リー
ンハ

ウス
先

駆
的

開
拓

推
進

国
内

外
を

問
わ

ず
、ス

マ
ー

ト技
術

も
駆

使
した

施
設

園
芸

の
先

駆
的

開
拓

を
⽀

援
しま

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国

（
国

研
）

農
業

・⾷
品

産
業

技
術

総
合

研
究

機
構

⺠
間

団
体

等
交

付
（

定
額

）
委

託
（

１
の

事
業

）

定
額

、1
/2

⺠
間

団
体

等
委

託

⺠
間

団
体

等

⺠
間

団
体

等
定

額
都

道
府

県

定
額

（
２

⑤
の

事
業

）

（
２

①
、②

、③
、⑥

の
事

業
）

（
２

④
の

事
業

） 定
額

、1
/2

協
議

会
（

２
③

の
事

業
）

産
地

の
戦

略
・体

制
づ

くり
農

業
者

普
及

組
織

その
他

関
係

機
関

⾃
治

体

⺠
間

企
業

技 術 開 発 ・ 実 証 実 装 ・ 普 及 に 向 け た 環 境 整 備

ス
マ

ー
ト農

業
加

速
化

実
証

プ
ロ

ジ
ェク

ト

農
業

デ
ー

タ
の

活
⽤

促
進

ロ
ボ

ット
技

術
の

安
全

性
確

保

安
全

性
確

保
ガ

イド
ライ

ン

リス
クア

セ
ス

メン
トの

実
施

ガ
イド

ライ
ン等

へ
反

映

科
学

的
デ

ー
タ

に
基

づ
く⼟

づ
くり

の
推

進

⼟
壌

診
断

の
実

施
と

デ
ー

タベ
ー

ス
構

築
⽣

物
性

評
価

の
検

証

ス
マ

ー
ト農

業
教

育
の

推
進

共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

迅
速

な
⽣

育
セ

ンシ
ング

農
機

営
農

管
理

ソ
フト

デ
ー

タ連
携

に
向

け
た

環
境

整
備

AI
解

析
に

よ
る

可
変

防
除

ロー
カル

5G
を

活
⽤

した
遠

隔
営

農
指

導

W
AG

RI

ス
マ

ー
ト農

業
の

社
会

実
装

・実
践

AI

ス
マ

ー
トグ

リー
ン

ハ
ウ

ス
先

駆
的

開
拓

推
進

― 14 ―

―  ―0123456789



ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

開
発

・実
証

プ
ロ

ジ
ェク

ト

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト

＞
国

際
競

争
⼒

の
強

化
に

向
け

、ロ
ボ

ット
・A

I･
Io

T等
の

先
端

技
術

を
活

⽤
した

「ス
マ

ー
ト

農
業

」を
テ

ー
マ

に
基

づ
き

現
場

に
導

⼊
・実

証
し、

拡
⼤

す
る

海
外

の
⾷

料
市

場
へ

の
対

応
や

国
内

の
⾷

料
⽣

産
基

盤
の

強
靱

化
等

に
資

す
る

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
開

発
・実

証
を

⾏
い

ま
す

。
＜

政
策

⽬
標

＞
農

業
の

担
い

⼿
の

ほ
ぼ

全
て

が
デ

ー
タを

活
⽤

した
農

業
を

実
践

［
20

25
年

ま
で

］

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

先
端

技
術

を
活

⽤
して

持
続

可
能

な
⽣

産
基

盤
を

構
築

す
る

た
め

、輸
出

重
点

品
⽬

の
⽣

産
拡

⼤
や

シ
ェア

リン
グ

等
の

新
た

な
農

業
⽀

援
サ

ー
ビス

な
どの

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

実
証

、国
内

外
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

、持
続

可
能

で
国

際
競

争
⼒

の
⾼

い
⽣

産
基

盤
の

構
築

を
⾒

据
え

た
ス

マ
ー

ト農
業

技
術

の
開

発
・実

証
を

実
施

しま
す

。

【実
証

テ
ー

マ
】

①
海

外
ニー

ズ
に

合
わ

せ
た

輸
出

重
点

品
⽬

等
の

⽣
産

・出
荷

体
制

の
構

築
②

シ
ェア

リン
グ

等
の

新
た

な
農

業
⽀

援
サ

ー
ビス

の
活

⽤
③

需
要

変
化

対
応

や
、⽣

産
・消

費
の

連
携

等
の

ス
マ

ー
ト商

流
の

実
現

④
「新

しい
⽣

活
様

式
」に

対
応

した
リモ

ー
ト化

・超
省

⼒
化

⑤
強

靱
で

持
続

可
能

な
地

域
農

業
の

構
築

併
せ

て
、ス

マ
ー

ト農
業

と連
携

しつ
つ

、海
外

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
栽

培
技

術
・品

種
開

発
等

を
実

施
しま

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

（
国

研
）

農
業

・⾷
品

産
業

技
術

総
合

研
究

機
構

国
⺠

間
団

体
等

交
付

（
定

額
）

委
託

テ
ー

マ
に

基
づ

い
た

ス
マ

ー
ト農

業
技

術
の

実
証

イメ
ー

ジ

【リ
モ

ー
ト化

】

デ
ー

タ

A県
B 県

【輸
出

】

収
穫

後
の

運
搬

・出
荷

時
の

⾃
動

積
載

⻑
距

離
輸

送
に

対
応

した
⽣

産
・出

荷
技

術
シ

ェア
リン

グ
等

に
よ

り、
保

有
機

の
稼

働
率

を
向

上
しつ

つ
コス

ト低
減

【新
た

な
農

業
⽀

援
サ

ー
ビス

】

【ス
マ

ー
ト商

流
】

店
舗

か
らの

情
報

を
先

取
りし

、
予

測
モ

デ
ル

に
よ

る
⽣

産
・流

通
の

最
適

化

「ス
マ

ー
ト農

業
」の

社
会

実
装

を
加

速
化

【令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

額
6,

20
0百

万
円

】
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＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
農

業
の

成
⻑

産
業

化
に

向
け

た
農

業
⽣

産
基

盤
整

備
（

農
業

競
争

⼒
強

化
対

策
）

担
い

⼿
へ

の
農

地
集

積
や

農
業

の
⾼

付
加

価
値

化
を

図
る

た
め

、農
地

中
間

管
理

機
構

との
連

携
等

に
より

、農
地

の
⼤

区
画

化
や

汎
⽤

化
・畑

地
化

、畑
地

か
ん

が
い

施
設

の
整

備
等

を
推

進
しま

す
。ま

た
、⽔

利
⽤

の
⾼

度
化

や
⽔

管
理

の
省

⼒
化

を
図

る
た

め
、パ

イ
プ

ラ
イ

ン
化

や
IC

Tの
導

⼊
等

に
よ

り、
新

た
な

農
業

⽔
利

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

推
進

しま
す

。

２
．

農
業

⽔
利

施
設

の
戦

略
的

な
保

全
管

理
、防

災
・減

災
対

策
（

国
⼟

強
靱

化
対

策
）

農
業

⽔
利

施
設

の
更

新
・⻑

寿
命

化
・耐

震
化

、農
地

の
湛

⽔
防

⽌
対

策
、た

め
池

の
防

災
・減

災
対

策
、農

業
⽤

ダ
ム

の
洪

⽔
調

節
機

能
強

化
等

を
推

進
しま

す
。

３
．

農
村

整
備

（
⽥

園
回

帰
・農

村
定

住
促

進
）

農
村

に
⼈

が
安

⼼
して

住
み

続
け

られ
る

条
件

を
整

備
す

る
た

め
、集

落
排

⽔
施

設
や

農
道

等
の

整
備

を
推

進
しま

す
。

既
に

標
準

耐
⽤

年
数

を
超

過
した

施
設

5
.0

兆
円

（
全

体
の
2
6
％

）

さら
に

今
後

1
0
年

の
うち

に
標

準
耐

⽤
年

数
を

超
過

す
る

施
設

を
加

え
る

と
7
.8

兆
円

（
全

体
の
4
0
％

）

全
体

19
.3

兆
円

農
業

農
村

整
備

事
業

＜
公

共
＞

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

33
3,

25
6（

32
6,

43
6）

百
万

円
】

（
令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
18

5,
51

9百
万

円
）

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
業

の
競

争
⼒

強
化

の
た

め
の

農
地

の
⼤

区
画

化
や

汎
⽤

化
・畑

地
化

、新
た

な
農

業
⽔

利
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、国
⼟

強
靱

化
の

た
め

の
農

業
⽔

利
施

設
の

適
切

な
更

新
・⻑

寿
命

化
、た

め
池

の
防

災
・減

災
対

策
や

農
業

⽤
ダ

ム
の

洪
⽔

調
節

機
能

強
化

、集
落

排
⽔

や
農

道
等

の
⽣

活
イ

ン
フラ

の
整

備
等

を
推

進
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
担

い
⼿

が
利

⽤
す

る
⾯

積
が

全
農

地
⾯

積
の

８
割

とな
る

よう
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

基
盤

整
備

完
了

区
域

（
⽔

⽥
）

に
お

け
る

作
付

⾯
積

（
主

⾷
⽤

⽶
を

除
く）

に
占

め
る

⾼
収

益
作

物
の

割
合

の
増

加
○

機
能

保
全

計
画

に
基

づ
く適

時
適

切
な

更
新

等
を

通
じ、

安
定

的
な

⽤
⽔

供
給

と良
好

な
排

⽔
条

件
を

確
保

○
農

地
及

び
周

辺
地

域
の

湛
⽔

被
害

等
の

防
⽌

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
都

道
府

県

都
道

府
県

市
町

村
等

1/
2等

1/
2等

※
直

轄
で

実
施

す
る

場
合

は
、2

/3
等

農
業

の
成

⻑
産

業
化

に
向

け
た

農
業

⽣
産

基
盤

整
備

農
業

⽔
利

施
設

の
戦

略
的

な
保

全
管

理
農

業
・農

村
の

強
靱

化
に

向
け

た
防

災
・減

災
対

策


農
地

整
備

を通
じた

農
地

集
積

・集
約

化
の例

農
業

競
争

⼒
強

化
対

策


汎

⽤
化

の例

農
家
数

戸
当

た
り
規
模

３
６
３
戸

０
．
６
ｈ
ａ／

戸

：集
落

営
農
参

加
合

意
者

：自
家
消

費
希

望
者

計
画

現
況


⼤

区
画

化
の例

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

汎
⽤

化
⽔

⽥
で

の
レ

タス
の

栽
培

⽔
管

理
の

IC
T化

⼟
地

改
良

区
に

よ
る

管
理

⼤
規

模
・少

数
の

担
い

⼿
に

よ
る

管
理

⾃
動

ゲ
ー

ト化


新

たな
農

業
⽔

利
シス

テム
（

イメ
ージ

）

分
⽔

施
設

取
⽔

施
設

⽔
位

･⽔
温

の
確

認
⽤

排
⽔

の
遠

隔
操

作

⾯
的

集
積

⽥
⼤ ⾖⻨

調
整

施
設

⾃
動

給
⽔

栓

⽔
路

の
ﾊﾟ

ｲﾌ
ﾟﾗ

ｲﾝ
化中

央
管

理
所


た

め
池

の
整

備


施

設
の

耐
震

化

耐
震

化
後

の
頭

⾸
⼯

堰
柱

農
業

⽔
利

施
設

の
戦

略
的

な
保

全
管

理
農

業
・農

村
の

強
靱

化
に

向
け

た
防

災
・減

災
対

策

国
⼟

強
靱

化
対

策

堰
柱

を
拡

幅

耐
震

化
前

の
頭

⾸
⼯

堰
柱

改
修

後
の

堤
体

改
修

前
の

堤
体


基

幹
的

農
業

⽔
利

施
設

の
標

準
耐

⽤
年

数
の

超
過

状
況


農

業
⽔

利
施

設
補

修
に

よ
る

⻑
寿

命
化

対
策

⽔
路

の
機

能
診

断

補
修

注
）

受
益

⾯
積

10
0h

a以
上

の
農

業
⽔

利
施

設
の

資
産

価
値

（
再

建
設

費
ベ

ー
ス

）
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農
⼭

漁
村

地
域

整
備

交
付

⾦
＜

公
共

＞
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
80

,7
25

（
94

,2
75

）
百

万
円

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
地

⽅
の

裁
量

に
よ

って
実

施
す

る
農

林
⽔

産
業

の
基

盤
整

備
や

農
⼭

漁
村

の
防

災
・減

災
対

策
を

⽀
援

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
担

い
⼿

が
利

⽤
す

る
⾯

積
が

全
農

地
⾯

積
の

８
割

とな
る

よう
農

地
集

積
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

⽊
材

供
給

が
可

能
とな

る
育

成
林

の
資

源
量

が
20

.7
億

m
3 に

増
加

す
る

よ
う林

道
等

の
路

網
整

備
を

推
進

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
○

⼤
規

模
地

震
が

想
定

され
て

い
る

地
域

等
に

お
い

て
海

岸
堤

防
等

の
整

備
を

推
進

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
都

道
府

県
⼜

は
市

町
村

は
、地

域
の

実
情

に
応

じて
農

⼭
漁

村
地

域
整

備
の

⽬
標

等
を

記
載

した
農

⼭
漁

村
地

域
整

備
計

画
を

策
定

し、
これ

に
基

づ
き

事
業

を
実

施
しま

す
。

２
．

農
業

農
村

、森
林

、⽔
産

の
各

分
野

に
お

い
て

、農
⼭

漁
村

地
域

の
⽣

産
現

場
の

強
化

や
防

災
⼒

の
向

上
の

た
め

の
事

業
を

選
択

して
実

施
す

る
こと

が
で

き
ま

す
。

①
農

業
農

村
分

野
︓

農
地

整
備

、農
業

⽤
⽤

排
⽔

施
設

整
備

、
海

岸
保

全
施

設
整

備
等

②
森

林
分

野
︓

予
防

治
⼭

、路
網

整
備

等
③

⽔
産

分
野

︓
漁

港
漁

場
整

備
、漁

村
環

境
整

備
、

海
岸

保
全

施
設

整
備

等

３
．

都
道

府
県

⼜
は

市
町

村
は

、⾃
らの

裁
量

に
よ

り地
区

ご
とに

配
分

で
き

ます
。

ま
た

、都
道

府
県

の
裁

量
で

地
区

間
の

融
通

が
可

能
で

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
都

道
府

県

都
道

府
県

、市
町

村

市
町

村
等

交
付

交
付

交
付

（
1/

2等
）

交
付

⾦
を

活
⽤

した
事

業
の

実
施

例

【農
業

農
村

基
盤

整
備

】
【⽔

産
基

盤
整

備
】

【海
岸

保
全

施
設

整
備

】
【森

林
基

盤
整

備
】

ほ
場

整
備

に
よ

る
農

業
⽣

産
性

の
向

上
と秩

序
あ

る
⼟

地
利

⽤
の

推
進

⽼
朽

化
した

⽤
⽔

路
の

整
備

・更
新

津
波

・⾼
潮

対
策

とし
て

の
⽔

⾨
整

備
津

波
、⾼

潮
に

よ
る

被
害

を
未

然
に

防
ぐた

め
海

岸
堤

防
の

整
備

を
推

進

漁
村

に
お

け
る

津
波

避
難

対
策

（
避

難
地

、避
難

路
の

整
備

）
漁

業
作

業
の

効
率

化
と安

全
対

策
の

た
め

の
漁

港
整

備
（

岸
壁

改
良

）

林
道

等
の

整
備

に
よ

り効
率

的
な

間
伐

材
等

の
搬

出
を

実
現

治
⼭

施
設

に
よ

る
⼭

地
災

害
の

未
然

防
⽌
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⽇
本

型
直

接
⽀

払
の

うち
多

⾯
的

機
能

⽀
払

交
付

⾦
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
48

,6
52

（
48

,6
52

）
百

万
円

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
地

域
共

同
で

⾏
う、

多
⾯

的
機

能
を

⽀
え

る
活

動
や

、地
域

資
源

（
農

地
、⽔

路
、農

道
等

）
の

質
的

向
上

を
図

る
活

動
を

⽀
援

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
農

地
・農

業
⽤

⽔
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
多

様
な

⼈
材

の
参

画
率

の
向

上
○

農
地

・農
業

⽤
⽔

等
の

保
全

管
理

に
係

る
地

域
の

共
同

活
動

に
よ

り広
域

的
に

保
全

管
理

され
る

農
地

⾯
積

の
割

合
の

向
上

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

交
付

単
価

［
５

年
間

以
上

実
施

した
地

区
は

、➋
に

75
％

単
価

を
適

⽤
］

※
１

︓
➋

、❸
の

資
源

向
上

⽀
払

は
、➊

の
農

地
維

持
⽀

払
と併

せ
て

取
り組

む
こと

が
必

要
※

２
︓

➊
､➋

と併
せ

て
❸

の
⻑

寿
命

化
に

取
り組

む
場

合
は

､➋
に

75
％

単
価

を
適

⽤
※

３
︓

❸
の

⻑
寿

命
化

に
お

い
て

、直
営

施
⼯

を
⾏

わ
な

い
等

の
場

合
は

、5
/6

単
価

を
適

⽤

都
府

県
北

海
道

❶
農

地
維

持
⽀

払
❷

資
源

向
上

⽀
払

(共
同

)
❸

資
源

向
上

⽀
払

(⻑
寿

命
化

)
❶

農
地

維
持

⽀
払

❷
資

源
向

上
⽀

払
(共

同
)

❸
資

源
向

上
⽀

払
(⻑

寿
命

化
)

⽥
3,

00
0

2,
40

0
4,

40
0

2,
30

0
1,

92
0

3,
40

0
畑

2,
00

0
1,

44
0

2,
00

0
1,

00
0

48
0

60
0

草
地

25
0

24
0

40
0

13
0

12
0

40
0

※
1,

2,
3

※
1,

2,
3

※
1

※
1

（
円

/1
0a

）

定
額

市
町

村
都

道
府

県
定

額
定

額
農

業
者

等

＜
事

業
の

流
れ

＞

国

実
施

主
体

︓
農

業
者

等
で

構
成

され
る

組
織

（
➊

及
び

❸
は

農
業

者
の

み
で

構
成

す
る

組
織

で
も

取
組

可
能

）
対

象
農

⽤
地

︓
農

振
農

⽤
地

及
び

多
⾯

的
機

能
の

発
揮

の
観

点
か

ら都
道

府
県

知
事

が
定

め
る

農
⽤

地

農
地

維
持

⽀
払

・農
地

法
⾯

の
草

刈
り、

⽔
路

の
泥

上
げ

、農
道

の
路

⾯
維

持
等 ・農

村
の

構
造

変
化

に
対

応
した

体
制

の
拡

充
・強

化
、地

域
資

源
の

保
全

管
理

に
関

す
る

構
想

の
策

定
等

資
源

向
上

⽀
払

・⽔
路

、農
道

、た
め

池
の

軽
微

な
補

修
、景

観
形

成
や

⽣
態

系
保

全
な

どの
農

村
環

境
保

全
活

動
等

・⽼
朽

化
が

進
む

⽔
路

、農
道

な
どの

⻑
寿

命
化

の
た

め
の

補
修

等

⽔
路

の
泥

上
げ

農
地

法
⾯

の
草

刈
り

農
道

の
路

⾯
維

持
⽔

路
の

ひ
び

割
れ

補
修

農
道

の
窪

み
の

補
修

た
め

池
の

外
来

種
駆

除

項
⽬

都
府

県
北

海
道

多
⾯

的
機

能
の

更
な

る
増

進
多

⾯
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

の
取

組
数

を
新

た
に

１
つ

以
上

増
加

させ
る

場
合

等
※

「⿃
獣

被
害

防
⽌

対
策

及
び

環
境

改
善

活
動

の
強

化
」の

中
で

「⿃
獣

緩
衝

帯
の

整
備

・保
全

管
理

」も
対

応
可

⽥
40

0
32

0

畑
24

0
80

農
村

協
働

⼒
の

深
化

上
記

の
⽀

援
を

受
け

た
上

で
、構

成
員

の
うち

⾮
農

業
者

等
が

４
割

以
上

を
占

め
、か

つ
実

践
活

動
に

構
成

員
の

８
割

（
役

員
に

⼥
性

が
２

名
以

上
参

画
して

い
る

場
合

は
６

割
）

以
上

が
毎

年
度

参
加

す
る

場
合

草
地

40
20

⽔
⽥

の
⾬

⽔
貯

留
機

能
の

強
化

（
⽥

ん
ぼ

ダム
）

の
推

進
資

源
向

上
⽀

払
（

共
同

）
の

交
付

を
受

け
る

⽥
⾯

積
の

１
/２

以
上

で
取

り組
む

場
合

⽥
40

0
32

0

⼩
規

模
集

落
⽀

援
既

存
活

動
組

織
が

、地
域

資
源

の
保

全
管

理
が

困
難

な
⼩

規
模

集
落

を
取

り込
み

、集
落

間
連

携
に

よ
り保

全
管

理
を

⾏
う取

組
を

⽀
援

⽥
1,

00
0

70
0

畑
60

0
30

0
草

地
80

40

（
円

/1
0a

）

項
⽬

都
府

県
北

海
道

交
付

⾦
（

定
額

）

広
域

化
へ

の
⽀

援
広

域
活

動
組

織
の

⾯
積

規
模

等
に

応
じ

た
交

付
額

３
集

落
以

上
ま

た
は

50
ha

以
上

３
集

落
以

上
ま

た
は

1,
50

0h
a以

上
４

万
円

/年
・組

織
20

0h
a以

上
3,

00
0h

a以
上

８
万

円
/年

・組
織

1,
00

0h
a以

上
15

,0
00

ha
以

上
16

万
円

/年
・組

織

【加
算

措
置

】

２
．

多
⾯

的
機

能
⽀

払
推

進
交

付
⾦

1,
60

2（
1,

60
2）

百
万

円
都

道
府

県
、市

町
村

等
に

よ
る

事
業

の
推

進
を

⽀
援

しま
す

。

１
．

多
⾯

的
機

能
⽀

払
交

付
⾦

47
,0

50
(4

7,
05

0）
百

万
円

①
農

地
維

持
⽀

払
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
等

の
多

⾯
的

機
能

を
⽀

え
る

共
同

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

②
資

源
向

上
⽀

払
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
、施

設
の

⻑
寿

命
化

の
た

め
の

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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⽇
本

型
直

接
⽀

払
の

うち
中

⼭
間

地
域

等
直

接
⽀

払
交

付
⾦

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

26
,1

00
（

26
,1

00
）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

中
⼭

間
地

域
等

に
お

い
て

、農
業

⽣
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

より
、将

来
に

向
け

て
農

業
⽣

産
活

動
を

維
持

す
る

た
め

の
活

動
を

⽀
援

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

耕
作

放
棄

を
防

⽌
し、

中
⼭

間
地

域
等

の
農

⽤
地

7.
5万

ha
の

減
少

を
防

⽌
［

令
和

６
年

度
ま

で
］

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
中

⼭
間

地
域

等
直

接
⽀

払
交

付
⾦

25
,9

00
（

25
,9

00
）

百
万

円
○

第
５

期
対

策
（

令
和

２
〜

６
年

度
）

の
ポ

イ
ン

ト
①

対
象

地
域

に
棚

⽥
地

域
振

興
法

の
指

定
棚

⽥
地

域
（

保
全

を
図

る
棚

⽥
等

に
限

る
）

を
追

加
②

６
〜

10
年

後
を

⾒
据

え
た

集
落

の
将

来
像

の
明

確
化

を
促

進
す

る
た

め
、体

制
整

備
単

価
要

件
を

「集
落

戦
略

の
作

成
」に

⼀
本

化

③
農

業
⽣

産
活

動
の

継
続

に
向

け
た

前
向

き
な

取
組

へ
の

⽀
援

を強
化

す
る

た
め

、集
落

協
定

の
広

域
化

や
集

落
機

能
の

強
化

、農
業

⽣
産

性
の

向
上

等
の

加
算

措
置

を
新

設
・拡

充
④

農
業

者
等

が
安

⼼
して

取
り組

め
る

よ
う交

付
⾦

返
還

措
置

の
⾒

直
し

等

２
．

中
⼭

間
地

域
等

直
接

⽀
払

推
進

交
付

⾦
20

0（
20

0）
百

万
円

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑
な

実
施

に
向

け
た

都
道

府
県

、市
町

村
等

の
推

進
体

制
を

強
化

しま
す

。

「農
業

⽣
産

活
動

等
を

継
続

す
る

た
め

の
活

動
」の

み
を

⾏
う場

合
は

交
付

単
価

の
８

割
（

基
礎

単
価

）、
これ

に
加

え
て

「集
落

戦
略

の
作

成
」を

⾏
う場

合
は

交
付

単
価

の
10

割
を

交
付

（
体

制
整

備
単

価
）

国
市

町
村

都
道

府
県

定
額

定
額

農
業

者
等

定
額

＜
事

業
の

流
れ

＞

1
0
m

0
.5
m

⽥
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
1/

20
）

21
,0

00
円

/1
0a

地
⽬

区
分

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

⽥
急

傾
斜

（
1/

20
〜

）
21

,0
00

緩
傾

斜
（

1/
10

0〜
）

8,
00

0

畑
急

傾
斜

（
15

度
〜

）
11

,5
00

緩
傾

斜
（

８
度

〜
）

3,
50

0

畑
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
15

度
）

11
,5

00
円

/1
0a

2
.7
m

1
0
m

【主
な

交
付

単
価

】

【対
象

地
域

】
中

⼭
間

地
域

等
（

地
域

振
興

８
法

と棚
⽥

法
等

指
定

地
域

及
び

知
事

が
定

め
る

特
認

地
域

）
【対

象
者

】
集

落
協

定
⼜

は
個

別
協

定
に

基
づ

き
５

年
以

上
継

続
して

耕
作

を
⾏

う農
業

者
等

【加
算

措
置

】
加

算
項

⽬
（

取
組

⽬
標

の
設

定
・達

成
が

必
要

）
10

a当
た

り単
価

棚
⽥

地
域

振
興

活
動

加
算

棚
⽥

地
域

振
興

法
に

基
づ

く認
定

棚
⽥

地
域

振
興

活
動

計
画

の
対

象
棚

⽥
等

（
⽥

1/
20

以
上

、畑
15

度
以

上
）

の
保

全
と地

域
の

振
興

を
⽀

援
〔超

急
傾

斜
農

地
保

全
管

理
加

算
、集

落
機

能
強

化
加

算
、⽣

産
性

向
上

加
算

との
重

複
は

不
可

〕

10
,0

00
円

（
⽥

・畑
）

超
急

傾
斜

農
地

保
全

管
理

加
算

超
急

傾
斜

農
地

（
⽥

1/
10

以
上

、畑
20

度
以

上
）

の
保

全
や

有
効

活
⽤

を
⽀

援

6,
00

0円
（

⽥
・畑

）

集
落

協
定

広
域

化
加

算
【上

限
額

︓
20

0万
円

/年
】

広
域

で
集

落
協

定
を

締
結

し、
将

来
の

集
落

維
持

に
向

け
た

活
動

を
⽀

援

3,
00

0円
(地

⽬
に

か
か

わ
らず

)

集
落

機
能

強
化

加
算

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
新

た
な

⼈
材

の
確

保
、営

農
以

外
の

組
織

との
連

携
体

制
の

構
築

等
の

取
組

を
⽀

援
⽣

産
性

向
上

加
算

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
農

地
の

集
積

・集
約

や
所

得
向

上
、省

⼒
化

技
術

の
導

⼊
等

の
取

組
を

⽀
援

①
農

業
⽣

産
活

動
等

を
継

続
す

る
た

め
の

活
動

（
耕

作
放

棄
の

発
⽣

防
⽌

、⽔
路

・農
道

の
管

理
活

動
等

）
②

農
業

⽣
産

活
動

等
の

体
制

整
備

の
た

め
の

取
組

（
集

落
戦

略
の

作
成

）

【集
落

協
定

等
に

基
づ

く活
動

】
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＜
事

業
の

全
体

像
＞

１
．

農
⼭

漁
村

地
域

で
の

取
組

へ
の

⽀
援

①
地

域
活

性
化

対
策

地
域

活
性

化
の

た
め

の
活

動
計

画
づ

くり
や

コミ
ュニ

テ
ィ維

持
の

取
組

等
を⽀

援
しま

す
。

②
中

⼭
間

地
農

業
推

進
対

策
中

⼭
間

地
域

で
の

収
益

⼒
向

上
に

向
け

た
取

組
や

モ
デ

ル
構

築
を

⽀
援

しま
す

。
③

⼭
村

活
性

化
対

策
振

興
⼭

村
で

の
地

域
資

源
を

⽤
い

た
地

域
経

済
の

活
性

化
の

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

④
最

適
⼟

地
利

⽤
対

策
農

地
の

粗
放

的
利

⽤
に

よ
る

モ
デ

ル
的

な
取

組
等

を⽀
援

しま
す

。
⑤

農
泊

推
進

対
策

観
光

コン
テ

ンツ
開

発
や

滞
在

施
設

等
の

整
備

、国
内

外
へ

の
PR

等
を⽀

援
しま

す
。

⑥
農

福
連

携
対

策
農

林
⽔

福
連

携
の

推
進

に
向

け
、障

害
者

等
に

配
慮

した
施

設
整

備
等

を
⽀

援
しま

す
。

⑦
農

⼭
漁

村
活

性
化

整
備

対
策

地
⽅

公
共

団
体

策
定

の
活

性
化

計
画

に
基

づ
き

⾏
う施

設
整

備
を

⽀
援

しま
す

。
⑧

情
報

通
信

環
境

整
備

対
策

イン
フラ

管
理

や
地

域
活

性
化

等
に

必
要

な
情

報
通

信
環

境
の

整
備

を
⽀

援
しま

す
。

２
．

都
市

部
で

の
取

組
へ

の
⽀

援
①

都
市

農
業

機
能

発
揮

対
策

都
市

農
業

へ
の

関
⼼

の
喚

起
や

多
様

な
機

能
の

発
揮

に
資

す
る

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

農
⼭

漁
村

振
興

交
付

⾦
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
9,

80
5（

9,
80

5）
百

万
円

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
地

域
の

創
意

⼯
夫

に
よ

る
活

動
の

計
画

づ
くり

か
ら農

業
者

等
を

含
む

地
域

住
⺠

の
就

業
の

場
の

確
保

、農
⼭

漁
村

に
お

け
る

所
得

の
向

上
や

雇
⽤

の
増

⼤
に

結
び

つ
け

る
取

組
を

取
組

の
発

展
段

階
に

応
じて

総
合

的
に

⽀
援

し、
農

林
⽔

産
業

に
関

わ
る

地
域

の
コミ

ュニ
テ

ィの
維

持
と農

⼭
漁

村
の

活
性

化
及

び
⾃

⽴
化

を
後

押
しし

ま
す

。

＜
政

策
⽬

標
＞

都
市

と農
⼭

漁
村

の
交

流
⼈

⼝
の

増
加

（
1,

54
0万

⼈
［

令
和

７
年

度
ま

で
］

）
等 都
市

農
業

機
能

発
揮

対
策

地
域

活
性

化
対

策

地
域

住
⺠

に
よ

る
計

画
づ

くりソ
フト

ソ
フト

都
市

部

コミ
ュニ

テ
ィで

の
合

意
形

成
段

階
か

ら実
⾏

段
階

ま
で

それ
ぞ

れ
の

発
展

段
階

に
応

じた
対

策
を

実
施

ス
ター

トア
ップ

取
組

の
具

体
化

・実
⾏

ハ
ー

ドの
充

実

農
産

物
直

売
施

設

農
村

部
情 報 発 信

交 流

就 農 移 住

農
⼭

漁
村

活
性

化
整

備
対

策

ハ
ー

ド

+

集
出

荷
･貯

蔵
･加

⼯
施

設

ハ
ウス

都
市

農
地

貸
借

に
よ

る
担

い
⼿

づ
くり

へ
の

⽀
援

都
市

農
業

の
持

つ
多

様
な

機
能

コ ミ ⑃ ニ テ ␽ の 維 持 農 ⼭ 漁 村 の 活 性 化 ・ ⾃ ⽴ 化

情
報

通
信

環
境

整
備

対
策

ハ
ー

ド 通
信

施
設

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
地

域
協

議
会

等

地
⽅

公
共

団
体

定
額

、1
/2

等
（

１
①

②
③

⑤
⑥

、２
①

の
事

業
）

農
林

漁
業

者
の

組
織

す
る

団
体

等
交

付
定

額
、1

/2
等

（
１

②
④

⑦
⑧

の
事

業
）

⼭
村

活
性

化
対

策

ソ
フト

具 体 的 な エ リ ア ︵ 中 ⼭ 間 地 域 な ど ︶

中
⼭

間
地

農
業

推
進

対
策

ソ
フト

⾼
収

益
作

物
導

⼊
の

実
証

地
域

産
品

の
加

⼯
・商

品
化

ソ
フト

ハ
ー

ド

ソ
フト

ハ
ー

ド

農
泊

推
進

対
策

農
福

連
携

対
策

⼈
材

育
成

研
修

具 体 的 な ツ ␗ ル ︵ ヒ ト ・ コ ト ・ モ ノ ︶

農
家

⺠
宿

最
適

⼟
地

利
⽤

対
策

ソ
フト

ハ
ー

ド
農

地
の

粗
放

的
利

⽤

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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農
⼭

漁
村

振
興

交
付

⾦
の

うち
最

適
⼟

地
利

⽤
対

策
【令

和
３

年
度

予
算

概
算

決
定

額
9,

80
5

（
9,

80
5）

百
万

円
の

内
数

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
農

村
に

お
け

る
所

得
向

上
、雇

⽤
創

出
な

ど、
地

域
コミ

ュニ
テ

ィ機
能

の
維

持
・強

化
に

向
け

て
、地

域
ぐる

み
の

話
合

い
を

通
じ、

重
要

な
地

域
資

源
で

あ
る

農
地

の
有

効
活

⽤
や

粗
放

的
な

利
⽤

に
よ

る
モ

デ
ル

的
な

取
組

を
⽀

援
し、

⼟
地

利
⽤

の
最

適
化

を
推

進
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

地
域

コミ
ュニ

テ
ィ機

能
の

維
持

や
強

化
に

取
り組

み
、事

業
⽬

標
を

達
成

した
地

区
数

（
10

0地
区

［
令

和
８

年
度

ま
で

］
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

１
．

農
地

等
活

⽤
推

進
事

業
市

町
村

や
地

域
協

議
会

等
が

、重
要

な
地

域
資

源
で

あ
る

農
地

等
を

有
効

活
⽤

す
る

た
め

、
地

域
ぐる

み
の

話
合

い
を

通
じ、

⽣
産

基
盤

や
周

辺
環

境
を

整
備

す
る

な
ど、

地
域

の
特

性
を

活
か

した
農

業
の

展
開

や
、地

域
資

源
の

付
加

価
値

向
上

を
推

進
しま

す
。

ア
専

⾨
家

を
⼊

れ
た

話
合

い
や

地
域

の
特

性
を

活
か

した
整

備
計

画
の

策
定

イ
⽔

⽥
の

畑
地

化
や

⾼
収

益
作

物
の

導
⼊

等
に

係
る

農
地

の
簡

易
な

整
備

ウ
簡

易
ハ

ウス
や

簡
易

トイ
レ

等
農

業
参

⼊
しや

す
い

環
境

の
整

備
２

．
低

コス
ト⼟

地
利

⽤
⽀

援
事

業
市

町
村

や
地

域
協

議
会

等
が

、重
要

な
地

域
資

源
で

あ
る

農
地

等
を

低
コス

トで
維

持
す

る
た

め
、粗

放
的

な
利

⽤
（

放
牧

や
環

境
保

全
効

果
が

期
待

さ
れ

る
蜜

源
対

策
等

）
に

よ
る

モ
デ

ル
的

な
取

組
を

⽀
援

す
る

とと
も

に
、感

染
症

の
流

⾏
な

どに
よ

る
⾷

料
不

⾜
等

の
有

事
を

想
定

し、
当

該
農

地
の

⽣
産

性
や

有
⽤

性
を

検
証

しま
す

。
①

粗
放

的
農

地
利

⽤
型

ア
専

⾨
家

を
⼊

れ
た

話
合

い
や

粗
放

的
利

⽤
に

係
る

⼟
地

利
⽤

計
画

の
策

定
イ

粗
放

的
利

⽤
を

⾏
うた

め
の

農
地

の
刈

払
い

や
電

牧
柵

等
条

件
整

備
ウ

蜜
源

作
物

の
種

苗
費

や
省

⼒
化

機
器

の
導

⼊
等

粗
放

的
利

⽤
の

実
証

に
必

要
な

経
費

②
⽣

産
性

検
証

（
⾷

料
⾃

給
⼒

確
保

）
型

ア
専

⾨
家

を
⼊

れ
た

有
事

を
想

定
した

安
定

的
な

⾷
料

⽣
産

の
実

証
計

画
の

策
定

イ
⾷

料
⽣

産
の

実
証

に
必

要
とな

る
⼟

壌
改

良
や

簡
易

な
施

設
整

備
ウ

⾷
料

⽣
産

の
実

証
に

必
要

とな
る

⽣
産

コス
トや

流
通

コス
ト等

へ
の

⽀
援

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
都

道
府

県

都
道

府
県

市
町

村
、地

域
協

議
会

等

市
町

村
、地

域
協

議
会

等

1/
2、

定
額

等

定
額

（
１

、２
①

の
事

業
）

（
２

②
の

事
業

）

農 村 に お け る 多 様 な ⼟ 地 利 ⽤ ⽅ 策 の 取 組 ⽀ 援

【専
⾨

家
を

⼊
れ

た
話

合
い

】
【⼟

地
利

⽤
計

画
、整

備
計

画
の

策
定

】

【農
地

の
簡

易
な

整
備

】
【蜜

源
作

物
の

取
組

】
【放

牧
の

取
組

】

【⾼
収

益
作

物
の

導
⼊

】
【⽣

産
性

の
検

証
】

農
村

に
お

け
る

所
得

向
上

、雇
⽤

創
出

な
ど、

地
域

コミ
ュニ

テ
ィ機

能
の

維
持

・強
化

【景
観

作
物

の
取

組
】
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＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
農

⼭
漁

村
地

域
づ

くり
事

業
体

形
成

⽀
援

事
業

①
地

域
運

営
計

画
策

定
及

び
事

業
体

の
形

成
に

向
け

た
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

の
開

催
、ア

ドバ
イ

ザ
ー

に
よ

る
助

⾔
等

を
⽀

援
しま

す
。

②
地

域
運

営
計

画
に

掲
げ

られ
た
農
林
漁
業
の
振
興
、地

域
コミ

ュニ
テ

ィの
維

持
及

び
地

域
内

外
の

若
者

等
の

呼
び

込
み

に
資

す
る

活
動

の
実

践
を

⽀
援

しま
す

。
③

地
域

運
営

計
画

に
掲

げ
られ

た
活

動
を

実
践

す
る

農
⼭

漁
村

地
域

づ
くり

事
業

体
の

形
成

を
⽀

援
しま

す
。

④
農

⼭
漁

村
地

域
づ

くり
事

業
体

の
活

動
に

必
要

な
施

設
の

整
備

を⽀
援

しま
す

。

２
．

申
請

要
件

①
農

林
漁

業
の

振
興

、地
域

コミ
ュニ

テ
ィの

維
持

及
び

地
域

内
外

の
若

者
等

の
呼

び
込

み
の

全
て

に
資

す
る

活
動

を
含

み
、活

動
全

体
とし

て
収

益
性

が
⾒

込
まれ

る
こと

（
各

世
帯

の
出

資
等

に
よ

る
継

続
的

サ
ポ

ー
トが

得
られ

る
場

合
に

は
、こ

れ
らも

含
め

て
収

益
性

を判
断

）
。

②
農

⼭
漁

村
地

域
づ

くり
事

業
体

に
つ

い
て

、事
業

実
施

期
間

中
に

法
⼈

化
を図

る
こと

。
③

農
⼭

漁
村

地
域

づ
くり

事
業

体
が

U・
Iタ

ー
ンな

どの
地

域
外

の
⼈

材
を

含
む

若
者

を
雇

⽤
す

る
こと

。

・安
⼼

して
農

⼭
漁

村
で

働
き

、⽣
活

す
る

こと
が

で
きる

受
け

⽫
の

形
成

・地
域

内
外

の
若

者
等

を
呼

び
込

む
体

制
の

整
備

農
⼭

漁
村

振
興

交
付

⾦
の

うち
低

密
度

な
農

⼭
漁

村
の

持
続

性
確

保
を

実
現

す
る

次
世

代
型

コミ
ュニ

テ
ィビ

ジ
ネ

ス
の

展
開

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

9,
80

5 
（

9,
80

5）
百

万
円

の
内

数
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

低
密

度
な

農
⼭

漁
村

に
お

け
る

⽣
業

・暮
らし

を
収

益
性

の
あ

る
事

業
に

よ
り持

続
的

に
⽀

え
て

い
くた

め
、農

林
漁

業
の

振
興

とと
も

に
、そ

れ
を

⽀
え

る
買

い
物

・⼦
育

て
・⽂

化
・

集
い

等
に

よ
る

地
域

の
コミ

ュニ
テ

ィの
維

持
に

資
す

る
サ

ー
ビス

の
提

供
や

地
域

内
外

の
若

者
等

の
呼

び
込

み
を

⾏
う事

業
体

（
農

⼭
漁

村
地

域
づ

くり
事

業
体

）
の

形
成

等
を

⽀
援

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

地
域

課
題

の
抽

出
や

、課
題

解
決

の
た

め
の

活
動

計
画

の
策

定
・実

証
を

⾏
う地

域
の

創
出

（
10

0地
域

［
令

和
６

年
度

ま
で

］
）

＜
事

業
の

流
れ

＞

国

地
域

協
議

会
等

地
域

協
議

会
等

1/
2(

上
限

50
0万

円
/地

区
)

定
額

（
上

限
50

0万
円

/年
)

（
１

①
②

③
の

事
業

）

(１
④

の
事

業
）

ス
テ

ップ
１

地
域

運
営

計
画

の
策

定

住
⺠

の
話

し合
い

等
を

通
じて

、地
域

を
維

持
して

い
く上

で
不

可
⽋

な
、

・農
林

漁
業

の
活

性
化

に
向

け
た

⽅
針

・地
域

コミ
ュニ

テ
ィの

維
持

に
必

要
な

取
組

・地
域

内
外

の
若

者
等

の
呼

び
込

み
に

必
要

な
取

組
を

明
確

化
した

地
域

運
営

計
画

を
策

定
。

ス
テ

ップ
２

地
域

運
営

計
画

に
沿

って
・農

林
⽔

産
物

の
⽣

産
・加

⼯
・販

売
、農

家
レス

トラ
ンの

運
営

、体
験

・交
流

事
業

等
・売

店
、⼦

ども
預

か
りサ

ー
ビス

、祭
り、

コミ
ュニ

テ
ィサ

ロン
等

・関
係

案
内

所
の

設
置

、オ
ンラ

イン
サ

ロン
、W

EB
コミ

ュニ
テ

ィの
運

営
等

・上
記

の
活

動
に

必
要

な
施

設
の

整
備

等
を

実
施

。

ス
テ

ップ
３

・農
⼭

漁
村

地
域

づ
くり

事
業

体
の

形
成

と法
⼈

化
。

・活
動

全
体

とし
て

の
収

益
性

を
確

保
す

る
こと

に
よ

り、
持

続
的

活
動

に
発

展
。

事
業

体
の

形
成

と法
⼈

化

事
業

の
効

果

⼦
ども

の
預

か
りサ

ー
ビス

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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⿃
獣

被
害

防
⽌

対
策

とジ
ビエ

利
活

⽤
の

推
進

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

野
⽣

⿃
獣

被
害

の
深

刻
化

・広
域

化
に

対
応

す
る

た
め

、捕
獲

活
動

の
抜

本
的

強
化

の
取

組
や

、ジ
ビエ

フル
活

⽤
に

向
け

た
取

組
等

を
⽀

援
しま

す
。ま

た
、シ

カ被
害

の
甚

⼤
化

を
防

⽌
す

る
た

め
の

林
業

関
係

者
に

よ
る

捕
獲

効
率

向
上

対
策

や
新

技
術

の
開

発
・実

証
、国

⼟
保

全
の

た
め

の
捕

獲
事

業
等

を
実

施
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

○
農

作
物

被
害

を
及

ぼ
す

シ
カ、

イノ
シ

シ
、サ

ル
の

対
策

強
化

（
⽣

息
頭

数
等

を
平

成
23

年
度

か
ら半

減
（

シ
カ、

イノ
シ

シ
で

約
20

0万
頭

）
［

令
和

５
年

度
ま

で
］

）
○

野
⽣

⿃
獣

の
ジ

ビエ
利

⽤
量

の
拡

⼤
（

令
和

元
年

度
か

ら倍
増

（
4,

00
0t

）
［

令
和

７
年

度
ま

で
］

）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
⿃

獣
被

害
防

⽌
総

合
対

策
交

付
⾦

11
,0

00
（

10
,0

10
）

百
万

円
市

町
村

が
作

成
した

「被
害

防
⽌

計
画

」に
基

づ
く取

組
等

を
総

合
的

に
⽀

援
しま

す
。

①
侵

⼊
防

⽌
柵

、焼
却

施
設

、捕
獲

⾼
度

化
施

設
等

の
整

備
※

②
捕

獲
活

動
の

抜
本

的
強

化
・地

域
ぐる

み
の

被
害

防
⽌

活
動

ア
捕

獲
活

動
経

費
の

直
接

⽀
援

イ
捕

獲
サ

ポ
ー

ト体
制

の
構

築
、I

CT
を活

⽤
した

ス
マー

ト捕
獲

等
の

取
組

を⽀
援

〔限
度

額
内

で
定

額
⽀

援
〕

ウ
都

道
府

県
が

⾏
う広

域
捕

獲
活

動
、新

技
術

実
証

活
動

等
を⽀

援
〔2

,3
00

万
円

以
内

を
定

額
⽀

援
〕

③
ジ

ビエ
フル

活
⽤

に
向

け
た

取
組

ア
利

⽤
可

能
な

個
体

の
フル

活
⽤

体
制

構
築

に
向

け
た

、処
理

加
⼯

施
設

や
ジ

ビエ
カー

、簡
易

な
⼀

次
処

理
施

設
等

の
整

備
※

〔1
/2

以
内

〕
イ

放
射

性
物

質
に

よ
る

出
荷

制
限

解
除

に
向

け
た

検
査

費
⽤

の
⽀

援
〔限

度
額

内
で

定
額

⽀
援

〕
ウ

捕
獲

者
・処

理
加

⼯
施

設
・実

需
者

等
に

よ
る

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

⽅
式

の
導

⼊
エ

ジ
ビエ

の
全

国
的

な
需

要
拡

⼤
の

た
め

、プ
ロモ

ー
シ

ョン
等

へ
の

取
組

を⽀
援

〔定
額

⽀
援

〕

２
．

シ
カ

等
に

よ
る

森
林

被
害

緊
急

対
策

事
業

12
9（

16
0）

百
万

円
①

シ
カ被

害
の

甚
⼤

化
を

防
⽌

す
る

た
め

の
林

業
関

係
者

に
よ

る
捕

獲
効

率
向

上
対

策
や

IC
T等

を活
⽤

した
新

技
術

の
開

発
・実

証
、国

有
林

野
内

で
国

⼟
保

全
の

た
め

の
捕

獲
事

業
を実

施
②

顕
在

化
しつ

つ
あ

る
ノウ

サ
ギ

被
害

の
対

策
⼿

法
の

検
討

を
実

施

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
都

道
府

県
地

域
協

議
会

⺠
間

団
体

等
交

付
1/

2以
内

等

捕
獲

活
動

経
費

の
直

接
⽀

援
刈

り払
い

等
に

よ
る

⽣
息

環
境

管
理

侵
⼊

防
⽌

柵
の

設
置

や
捕

獲
機

材
の

導
⼊

〔総
合

的
な

⿃
獣

対
策

・ジ
ビエ

利
活

⽤
へ

の
⽀

援
〕

処
理

加
⼯

施
設

等
の

整
備

処
理

加
⼯

施
設

等
で

の
⼈

材
育

成

③
捕

獲
か

ら販
売

ま
で

⼀
体

とな
った

活
動

へ
の

⽀
援

等

国
⺠

間
団

体
等

交
付

（
①

、②
、③

ア
イウ

の
事

業
）

（
③

エ
の

事
業

）

※
は

地
域

協
議

会
の

構
成

員
も

可

国
都

道
府

県
等

＜
事

業
の

流
れ

＞
定

額

（
①

の
事

業
）

国
⺠

間
団

体
等

（
②

の
事

業
）

※
国

有
林

に
お

い
て

は
、直

轄
で

実
施

委
託

〔ジ
ビエ

フル
活

⽤
に

向
け

た
取

組
〕

①
捕

獲
頭

数
の

増
加

に
応

じた
活

動
経

費
の

⽀
援

②
捕

獲
サ

ポ
ー

ト体
制

の
構

築
⽀

援

①
利

⽤
可

能
な

個
体

の
フル

活
⽤

体
制

構
築

②
放

射
性

物
質

影
響

地
域

に
お

け
る

⽀
援

〔捕
獲

活
動

の
抜

本
的

強
化

〕

地
域

の
農

業
者

や
農

業
関

連
団

体
、

若
者

等
で

捕
獲

サ
ポ

ー
ト体

制
を

構
築

簡
易

な
⼀

次
処

理
施

設
や

残
渣

処
理

施
設

等
の

整
備

よ
る

処
理

体
制

の
構

築

出
荷

制
限

解
除

に
向

け
た

検
査

費
⽤

の
⽀

援

捕
獲

者
・処

理
加

⼯
施

設
・

実
需

者
等

に
よ

る
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
⽅

式
の

導
⼊

集
荷

処
分

処
理

・加
⼯

・シ
カ・

イノ
シ

シ
の

平
均

捕
獲

頭
数

以
上

の
捕

獲
に

対
して

、
最

⼤
3,

00
0円

を
上

乗
せ

⽀
援

（
実

施
イメ

ー
ジ

）

・成
果

を
あ

げ
た

協
議

会
を

表
彰

し、
活

動
経

費
を⽀

援

（
1/

2以
内

、直
営

施
⼯

の
場

合
は

定
額

⽀
援

）

（
獣

種
等

に応
じた

上
限

単
価

以
内

で
の

定
額

⽀
援

・捕
獲

頭
数

の
増

加
に応

じた
上

乗
せ

⽀
援

）

〔国
⼟

保
全

の
た

め
の

捕
獲

〕
〔I

CT
等

を
活

⽤
した

新
技

術
の

開
発

・実
証

〕

捕
獲

に
よ

り植
⽣

へ
の

⾷
害

・
表

⼟
侵

⾷
を

防
⽌

〔捕
獲

効
率

の
向

上
〕

⾚
外

線
セ

ンサ
ー

に
よ

る
群

れ
の

探
査

狩
猟

熟
練

者
の

技
能

、
新

技
術

の
活

⽤

・多
⾯

的
機

能
⽀

払
交

付
⾦

の
うち

多
⾯

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
等

の
⼀

部
（

⿃
獣

緩
衝

帯
の

整
備

・保
全

管
理

等
）

・中
⼭

間
地

域
等

直
接

⽀
払

交
付

⾦
の

うち
⽣

産
性

向
上

加
算

及
び

集
落

機
能

強
化

加
算

等
（

捕
獲

対
策

・ジ
ビエ

利
⽤

拡
⼤

等
）

〔⿃
獣

被
害

対
策

推
進

枠
〕

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

11
,1

29
（

10
,1

70
）

百
万

円
】

（
この

ほ
か

⿃
獣

被
害

対
策

推
進

枠
1,

04
0百

万
円

）
（

令
和

２
年

度
３

次
補

正
予

算
額

（
所

要
額

）
3,

92
0百

万
円

）
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森
林

整
備

事
業

＜
公

共
＞

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

12
4,

80
3（

12
2,

26
1）

百
万

円
】

（
令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
額

49
,6

00
百

万
円

）
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
カー

ボ
ン・

ニュ
ー

トラ
ル

及
び

グ
リー

ン社
会

の
実

現
に

向
け

て
、温

室
効

果
ガ

ス
の

吸
収

源
とな

る
森

林
資

源
を

適
切

に
管

理
し、

国
⼟

強
靱

化
や

林
業

の
成

⻑
産

業
化

等
に

も
貢

献
す

る
た

め
、間

伐
や

主
伐

後
の

再
造

林
、幹

線
とな

る
林

道
の

開
設

・改
良

等
を

推
進

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

森
林

吸
収

量
2.

0%
以

上
（

平
成

25
年

度
⽐

）
の

確
保

に
向

け
た

間
伐

の
実

施
（

令
和

３
年

度
か

ら令
和

12
年

度
ま

で
の

10
年

間
の

年
平

均
︓

45
万

ha
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
間

伐
や

路
網

整
備

、再
造

林
等

①
再

造
林

や
間

伐
等

の
森

林
整

備
を

推
進

す
る

こと
で

、健
全

な
森

林
を

育
成

しま
す

。
②

森
林

資
源

が
充

実
した

区
域

等
に

お
い

て
、路

網
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く整

備
しま

す
。

③
防

災
上

重
要

な
幹

線
林

道
の

開
設

・改
良

を
⽀

援
し、

林
道

の
強

靱
化

を推
進

しま
す

。
④

林
道

施
設

の
PC

B廃
棄

物
の

確
実

か
つ

適
正

な
処

理
を⽀

援
しま

す
。

２
．

台
⾵

等
の

気
象

害
を

受
け

た
被

害
森

林
や

奥
地

⽔
源

林
の

整
備

①
気

象
害

等
の

被
害

森
林

や
奥

地
⽔

源
林

等
に

つ
い

て
、公

的
主

体
に

よ
る

復
旧

・整
備

を
推

進
しま

す
。

②
重

要
イ

ン
フラ

施
設

周
辺

の
森

林
整

備
を

⽀
援

す
る

こと
で

災
害

の
未

然
防

⽌
に

つ
な

げ
ま

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
都

道
府

県
、市

町
村

、森
林

所
有

者
等

1/
2、

3/
10

等

定
額

（
１

、２
の

事
業

）

（
２

の
事

業
の

⼀
部

）

※
国

有
林

に
お

い
て

は
、直

轄
で

実
施

国
⽴

研
究

開
発

法
⼈

森
林

研
究

・整
備

機
構

森
林

環
境

保
全

直
接

⽀
援

事
業

23
,8

10
（

23
,4

91
）

百
万

円
森

林
資

源
循

環
利

⽤
林

道
整

備
事

業
2,

44
8（

2,
05

1）
百

万
円

林
業

専
⽤

道
整

備
事

業
56

3（
1,

01
7）

百
万

円
⼭

村
強

靱
化

林
道

整
備

事
業

2,
50

0（
ー

）
百

万
円

林
道

施
設

PC
B廃

棄
物

処
理

促
進

対
策

事
業

52
（

ー
）

百
万

円

特
定

森
林

再
⽣

事
業

1,
91

9（
2,

39
9）

百
万

円
⽔

源
林

造
成

事
業

25
,2

47
（

25
,2

47
）

百
万

円

幹
線

とな
る

道
の

整
備

森
林

の
多

⾯
的

機
能

の
発

揮
に

向
け

た
森

林
整

備

コン
テ

ナ
苗

に
よ

る
再

造
林

利
⽤

間
伐

の
実

施
奥

地
⽔

源
林

の
整

備
に

よ
る

⽔
源

涵
養

機
能

の
強

化

激
甚

化
す

る
⾃

然
災

害
へ

の
対

応
【⼭

村
強

靱
化

林
道

整
備

事
業

】
近

年
、豪

⾬
・台

⾵
災

害
が

激
甚

化
・頻

発
化

す
る

中
で

、持
続

的
な

森
林

経
営

の
実

現
に

向
け

て
強

靱
で

災
害

に
強

い
幹

線
林

道
を

早
急

に
開

設
・改

良 災
害

に
強

い
幹

線
林

道
の

開
設

豪
⾬

等
へ

の
強

靱
化

対
策

路
網

ネ
ット

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

森
林

作
業

道
、林

業
専

⽤
道

、林
業

⽣
産

基
盤

整
備

道
を

バ
ラン

ス
よ

く整
備

間
伐

等
に

よ
り、

適
切

な
森

林
管

理
と⽊

材
の

利
⽤

促
進

を
両

⽴

○
事

業
対

象
公

道
等

に
接

続
して

い
る

林
道

（
林

道
規

程
に

基
づ

く「
幹

線
」）

で
あ

って
、地

域
防

災
計

画
等

の
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

に
関

す
る

計
画

に
お

い
て

代
替

路
と位

置
付

け
られ

る
予

定
の

も
の

※
上

記
の

施
策

を
活

⽤
し、

流
域

治
⽔

の
取

組
等

と連
携

して
対

策
を

推
進

しま
す

。
※

この
ほ

か
、令

和
２

年
度

補
正

予
算

「森
林

整
備

に
よ

る
防

災
・減

災
対

策
」及

び
「合

板
・製

材
・集

成
材

国
際

競
争

⼒
強

化
・輸

出
促

進
対

策
」に

お
い

て
森

林
整

備
事

業
を

実
施

。

公
道

等
に

２
箇

所
以

上
接

続
す

る
林

道
の

改
良

の
補

助
率

︓
3/

10
→

1/
2

改
良

に
よ

り既
設

林
道

の
強

靱
化

を
推

進

公
道

災
害

時
の

代
替

路
とし

て
の

活
⽤

暗
渠

⼯
の

設
置

法
枠

⼯
の

設
置
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林
業

成
⻑

産
業

化
総

合
対

策
の

うち
⽊

材
産

業
・⽊

造
建

築
活

性
化

対
策

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

1,
25

1（
1,

16
2）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

都
市

部
に

お
け

る
⽊

材
需

要
の

拡
⼤

に
向

け
、⽊

質
建

築
資

材
の

利
⽤

の
実

証
へ

の
⽀

援
や

⼤
径

材
の

需
要

拡
⼤

に
向

け
た

技
術

開
発

等
へ

の
⽀

援
、

CL
T・

LV
L等

の
建

築
物

へ
の

利
⽤

環
境

整
備

へ
の

⽀
援

を
⾏

い
ま

す
。あ

わ
せ

て
、需

給
情

報
の

共
有

や
マ

ッチ
ン

グ
の

取
組

を
推

進
し、

効
率

的
な

サ
プ

ラ
イ

チ
ェー

ン
を

構
築

しま
す

。

＜
政

策
⽬

標
＞

国
産

材
の

供
給

・利
⽤

量
の

増
加

（
30

百
万

m
3

［
平

成
29

年
］

→
 4

0百
万

m
3

［
令

和
７

年
ま

で
］

）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
都

市
の

⽊
造

化
促

進
総

合
対

策
事

業
33

0（
30

0）
百

万
円

都
市

部
に

お
け

る
⽊

質
建

築
資

材
（

JA
S構

造
材

、⽊
質

耐
⽕

部
材

、内
装

材
等

）
の

利
⽤

実
証

を
、

⼭
元

還
元

を
促

進
す

る
優

先
枠

（
SC

M
推

進
フォ

ー
ラム

等
）

を
設

け
て

⽀
援

しま
す

。
⼤

径
原

⽊
や

⽻
柄

材
・内

装
材

等
の

利
⽤

拡
⼤

等
に

向
け

た
取

組
を

⽀
援

しま
す

。
ま

た
、川

上
か

ら川
下

ま
で

の
事

業
者

が
連

携
した

顔
の

⾒
え

る
⽊

材
を

使
⽤

した
構

造
材

、家
具

・建
具

等
の

普
及

啓
発

等
の

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

２
．

CL
T・

LV
L等

の
建

築
物

へ
の

利
⽤

環
境

整
備

事
業

72
1（

66
1）

百
万

円
CL

Tを
⽤

い
た

先
駆

的
な

建
築

物
の

設
計

・建
築

や
街

づ
くり

等
の

実
証

、建
築

物
へ

の
CL

T・
LV

L等
の

利
⽤

促
進

や
設

計
の

容
易

化
、設

計
者

・施
⼯

者
の

育
成

等
の

普
及

・拡
⼤

を
⽀

援
しま

す
。

⽊
質

建
築

資
材

の
低

コス
ト化

・検
証

を
⽀

援
す

る
とと

も
に

、品
質

を
保

証
す

る
た

め
の

仕
組

み
の

開
発

等
を

実
施

しま
す

。

３
．

⽣
産

流
通

構
造

改
⾰

促
進

事
業

19
9（

20
1）

百
万

円
SC

M
推

進
フォ

ー
ラム

（
協

議
会

）
の

設
置

・運
営

に
よ

る
川

上
か

ら川
下

ま
で

の
マ

ッチ
ン

グ
や

、⽊
材

需
給

情
報

を
収

集
・分

析
し発

信
す

る
取

組
等

を
⽀

援
しま

す
。あ

わ
せ

て
、中

⾼
層

建
築

物
に

お
け

る
⽊

材
の

利
⽤

環
境

整
備

、製
材

品
等

の
流

通
実

態
の

調
査

を
実

施
しま

す
。ま

た
、⽊

材
加

⼯
設

備
等

導
⼊

の
利

⼦
助

成
・リ

ー
ス

、森
林

認
証

材
の

普
及

啓
発

等
の

取
組

を⽀
援

しま
す

。

＜
事

業
の

流
れ

＞
国

⺠
間

団
体

等

⺠
間

団
体

等

⺠
間

団
体

等

委
託

定
額

定
額

事
業

費
の

定
額

、2
/3

、1
/2

、3
/1

0、
1/

10

国
⺠

間
団

体
等

各
地

区
に
お
け
る
情

報
活

用
支
援

SC
M

推
進

フォ
ー

ラム
の

設
置

・運
営

需
給

情
報
DB

部
材

の
デ

ー
タ収

集
⽊

質
建

築
資

材
の

開
発

都
市

の
⽊

造
化

に
向

け
た

取
組

顔
の

⾒
え

る
⽊

材
を

使
⽤

した
構

造
材

・家
具

等
の

普
及

啓
発

Ｃ
Ｌ
Ｔ

LV
L被

覆
1時

間
耐
火
柱

需
給

情
報

の
収

集
・分

析

S
C
M
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

CL
Tを

活
⽤

した
街

作
りの

実
証
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＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

１
．

研
究

開
発

ポ
ス

トコ
ロナ

社
会

を
⾒

据
え

、農
林

⽔
産

業
・⾷

品
産

業
の

持
続

性
を

⾼
め

る
た

め
、

国
主

導
で

実
施

す
べ

き
重

要
な

研
究

分
野

に
つ

い
て

、戦
略

的
な

研
究

開
発

を
推

進
しま

す
。

①
現

場
ニー

ズ
対

応
型

研
究

②
⾰

新
的

環
境

研
究

③
ア

グ
リバ

イオ
研

究
④

⼈
⼯

知
能

未
来

農
業

創
造

研
究

２
．

環
境

整
備

研
究

開
発

と成
果

の
社

会
実

装
を

効
果

的
に

⾏
え

る
よ

う、
国

際
標

準
化

を
⾒

据
え

た
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

最
新

の
研

究
開

発
動

向
の

調
査

等
の

環
境

整
備

を⾏
い

ま
す

。 ①
知

財
マ

ネ
ジ

メン
ト強

化
②

海
外

・異
分

野
動

向
調

査
③

ア
ウト

リー
チ

活
動

強
化

農
林

⽔
産

研
究

推
進

事
業

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

2,
15

0（
2,

29
3 

）
百

万
円

】

国
⺠

間
団

体
等

委
託

＜
事

業
の

流
れ

＞

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
林

⽔
産

業
・⾷

品
産

業
の

持
続

性
を

⾼
め

る
た

め
、農

林
漁

業
者

等
の

ニ
ー

ズ
、気

候
変

動
とい

った
新

た
な

課
題

、バ
イ

オ
技

術
を

活
⽤

した
イ

ノベ
ー

シ
ョン

創
出

等
に

対
応

す
る

研
究

開
発

を
国

主
導

で
推

進
しま

す
。ま

た
、研

究
成

果
の

社
会

実
装

に
向

け
、国

際
標

準
化

を
⾒

据
え

た
知

財
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
研

究
開

発
環

境
の

整
備

を
実

施
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
重

要
課

題
に

対
応

す
る

技
術

を
開

発
し、

農
林

漁
業

者
等

が
その

開
発

され
た

技
術

を
実

践
［

令
和

７
年

度
ま

で
］

○
海

外
・異

分
野

の
技

術
開

発
動

向
を

踏
ま

え
た

研
究

開
発

と効
果

的
な

知
財

マ
ネ

ジ
メン

トに
よ

り、
農

林
⽔

産
業

・⾷
品

産
業

に
イノ

ベ
ー

シ
ョン

を
創

出
［

令
和

７
年

度
ま

で
]

※
＜

事
業

の
流

れ
＞

の
⺠

間
団

体
等

は
、公

設
試

・⼤
学

を
含

み
ま

す
。

現
場

ニ
ー

ズ
対

応
型

研
究

濃
厚

飼
料

の
安

定
貯

蔵
・供

給
シ

ス
テ

ム
、

イネ
科

強
害

雑
草

防
除

技
術

等
の

開
発

⾰
新

的
環

境
研

究

GH
G削

減
と農

業
⽣

産
等

が
両

⽴
す

る
最

適
な

技
術

を
確

⽴

ア
グ

リバ
イ

オ
研

究

⼈
⼯

知
能

未
来

農
業

創
造

研
究

海
外

・異
分

野
動

向
調

査

知
財

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト強

化

ア
ウ

トリ
ー

チ
活

動
強

化

連
携

研
究

開
発

環
境

整
備

農
林

漁
業

者
等

の
ニー

ズ
を

踏
ま

え
て

実
装

ま
で

を
視

野
に

⼊
れ

た
研

究
開

発
を

推
進

地
域

の
特

性
に

応
じた

最
適

な
気

候
変

動
緩

和
・適

応
技

術
や

、林
⽊

の
効

率
的

育
種

技
術

の
開

発
等

を
推

進
海

外
・異

分
野

の
最

新
の

研
究

開
発

動
向

調
査

や
シ

ンポ
ジ

ウム
を

実
施

ゲ
ノム

編
集

技
術

等
の

社
会

実
装

に
向

け
た

双
⽅

向
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
等

を
実

施

（
例

）

（
例

）

（
例

）

（
例

）

宇
宙

分
野

も
含

む
最

先
端

技
術

の
動

向
を

調
査

専
⾨

家
に

よ
る

ア
ウト

リー
チ

活
動

知
財

マ
ネ

ジ
メン

トの
⾼

度
化

の
た

め
、

国
際

標
準

化
を

含
む

知
財

相
談

対
応

、
マ

ニュ
ア

ル
整

備
等

を
実

施
専

⾨
家

に
よ

る
相

談
対

応
や

マ
ニュ

ア
ル

整
備

⼈
⼯

知
能

(A
I)

や
Io

T等
を

活
⽤

した
病

害
⾍

早
期

診
断

技
術

等
の

開
発

を
推

進

AI

AI
を

活
⽤

した
早

期
診

断
、リ

ス
ク

分
析

に
よ

る
防

除
対

策
情

報
の

提
供

⽇
本

の
農

産
物

⼜
は

⾷
品

の
免

疫
機

能
等

へ
の

効
果

検
証

や
、ゲ

ノム
情

報
等

を
活

⽤
した

新
た

な
育

種
技

術
の

開
発

等
を

推
進

免
疫

機
能

へ
の

効
果

が
期

待
され

る
⽇

本
の

農
産

物
の

エ
ビデ

ンス
を

取
得
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⽔
産

資
源

調
査

・評
価

推
進

事
業

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

6,
00

5（
5,

22
5）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

調
査

船
調

査
、市

場
調

査
、海

洋
観

測
等

を
拡

充
し、

資
源

調
査

・評
価

体
制

を
強

化
す

る
こと

に
よ

り、
最

⼤
持

続
⽣

産
量

（
M

SY
）

を
達

成
で

き
る

資
源

⽔
準

の
算

定
や

資
源

評
価

対
象

⿂
種

の
拡

⼤
を

促
進

す
る

とと
も

に
、近

年
の

不
漁

の
要

因
解

明
も

含
め

、⽔
産

資
源

に
対

す
る

海
洋

環
境

の
影

響
把

握
を

推
進

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

資
源

評
価

対
象

⿂
種

の
拡

⼤
（

50
種

［
平

成
30

年
度

］
→

20
0種

程
度

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
国

⽴
研

究
開

発
法

⼈
⽔

産
研

究
・教

育
機

構
等

委
託

、
補

助
（

定
額

、1
/2

）

（
１

〜
５

の
事

業
）

⽔
産

資
源

の
維

持
・回

復
の

た
め

、
〇

M
SY

を
ベ

ー
ス

とし
た

資
源

評
価

・管
理

を
実

施
〇

TA
C制

度
の

対
象

⿂
種

拡
⼤

や
個

別
割

当
(I

Q
)の

導
⼊

を
促

進
〇

資
源

管
理

協
定

の
⽬

標
設

定
や

検
証

に
活

⽤
し、

よ
り効

果
的

な
資

源
管

理
を

推
進

〇
国

際
⽔

産
資

源
の

持
続

的
利

⽤
と我

が
国

漁
業

の
操

業
の

確
保

を
推

進

〇
資

源
解

析
・収

集
した

デ
ー

タを
解

析
し、

加
⼊

量
と親

⿂
量

の
関

係
等

か
らM

SY
を

算
定

等

〇
⽣

物
学

的
許

容
漁

獲
量

（
AB

C）
の

算
定

等
・資

源
状

態
や

漁
獲

管
理

規
則

等
に

応
じた

AB
Cの

算
定

等

〇
資

源
状

態
の

判
断

・資
源

や
漁

獲
圧

⼒
が

、M
SY

を
達

成
す

る
⽔

準
よ

りも
上

か
下

か
を

判
断

〇
デ

ー
タの

収
集

・調
査

船
調

査
に

よ
り加

⼊
量

や
親

⿂
量

等
に

関
す

る
情

報
を

収
集

・市
場

調
査

に
よ

り対
象

とな
る

⿂
種

の
⽣

物
学

的
情

報
を

収
集

等

＜
主

な
⽬

標
＞

〇
国

際
交

渉
へ

の
対

応
・国

際
交

渉
に

対
応

す
る

た
め

の
調

査
船

調
査

の
実

施
、デ

ー
タの

解
析

・評
価

、協
議

等

〇
資

源
評

価
結

果
の

情
報

提
供

・資
源

評
価

結
果

の
理

解
促

進
の

た
め

、情
報

提
供

を
実

施

＜
主

な
⽬

標
＞

〇
資

源
評

価
対

象
⿂

種
及

び
評

価
内

容
（

M
SY

等
）

を
国

際
的

に
遜

⾊
の

な
い

レ
ベ

ル
へ

向
上

〇
諸

外
国

との
協

議
の

場
で

資
源

評
価

・資
源

管
理

を
主

導
M

SY
ベ

ー
ス

の
資

源
評

価

関
係

国
が

収
集

した
デ

ー
タを

基
に

共
同

で
資

源
評

価
を

実
施

し、
資

源
管

理
措

置
を

策
定

国
際

⽔
産

資
源

３
．

海
洋

環
境

要
因

の
把

握
（

不
漁

要
因

の
解

明
等

）
近

年
、複

数
⿂

種
が

同
時

に
不

漁
とな

った
こと

も
踏

ま
え

、調
査

船
や

観
測

ブ
イ等

を
利

⽤
し、

⽔
温

、塩
分

、海
流

等
の

情
報

を
収

集
す

る
こと

に
より

、海
洋

環
境

と資
源

変
動

や
漁

場
形

成
との

関
係

の
解

明
等

に
取

り組
み

ま
す

。

５
．

国
際

交
渉

対
応

多
国

間
等

で
の

国
際

交
渉

を
⽇

本
が

主
導

す
る

た
め

に
必

要
な

調
査

等
を

⾏
い

ま
す

。

2．
市

場
調

査
（

⽣
物

情
報

収
集

体
制

の
強

化
）

⿂
市

場
に

お
い

て
、対

象
とな

る
⿂

種
を

購
⼊

し、
分

析
す

る
こと

に
より

、年
齢

や
成

熟
状

態
等

の
⽣

物
学

的
情

報
を

収
集

し、
資

源
評

価
対

象
⿂

種
の

拡
⼤

を推
進

しま
す

。

１
．

調
査

船
調

査
（

加
⼊

量
や

親
⿂

量
等

の
推

定
精

度
の

向
上

）
漁

獲
可

能
量

（
TA

C）
制

度
の

対
象

⿂
種

の
精

度
向

上
や

TA
C対

象
⿂

種
の

拡
⼤

等
の

た
め

、⿂
群

探
知

機
等

に
よ

る
調

査
船

調
査

を⾏
い

、加
⼊

量
や

親
⿂

量
等

を
推

定
しま

す
。

４
．

資
源

評
価

の
理

解
促

進
資

源
評

価
の

客
観

性
等

の
確

保
、理

解
促

進
の

た
め

の
レ

ビュ
ー

や
情

報
提

供
を

推
進

しま
す

。

― 27 ―

―  ―0123456789



漁
業

収
⼊

安
定

対
策

事
業

【令
和

３
年

度
予

算
概

算
決

定
額

20
,0

49
（

14
,2

00
）

百
万

円
】

（
令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
額

42
,4

89
百

万
円

）
（

令
和

２
年

度
予

備
費

27
,6

56
百

万
円

）
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
記

録
的

な
不

漁
や

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

に
伴

う⽔
産

物
の

需
要

減
な

どに
⾒

舞
わ

れ
る

中
で

、計
画

的
に

資
源

管
理

等
に

取
り組

む
漁

業
者

の
経

営
を

⽀
え

る
た

め
、

漁
獲

変
動

等
に

よ
る

減
収

を
補

塡
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

漁
業

経
営

安
定

対
策

の
も

とで
資

源
管

理
等

に
取

り組
む

漁
業

者
に

よ
る

漁
業

⽣
産

の
割

合
（

90
％

［
令

和
４

年
度

ま
で

］
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

１
．

資
源

管
理

等
推

進
収

⼊
安

定
対

策
事

業
費

＜
積

⽴
ぷ

らす
＞

計
画

的
に

資
源

管
理

等
に

取
り組

む
漁

業
者

に
対

し、
収

⼊
が

減
少

した
場

合
に

、漁
業

者
が

拠
出

した
積

⽴
⾦

と国
費

に
よ

り補
塡

しま
す

。
（

漁
業

者
と国

の
積

⽴
⾦

の
負

担
割

合
は

１
︓

３
）

２
．

漁
業

共
済

資
源

管
理

等
推

進
特

別
対

策
事

業
費

＜
共

済
掛

⾦
の

追
加

補
助

＞
計

画
的

に
資

源
管

理
等

に
取

り組
む

漁
業

者
に

対
し、

共
済

掛
⾦

の
上

乗
せ

補
助

を
しま

す
。

（
国

の
補

助
は

共
済

掛
⾦

の
30

％
（

平
均

）
程

度
）

３
．

収
⼊

安
定

対
策

運
営

費
事

業
を

運
営

す
る

た
め

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

補
助

しま
す

。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
漁

業
共

済
組

合
連

合
会

漁
業

者

定
額

共
済

掛
⾦

の
上

乗
せ

補
助

収
⼊

減
少

を
補

塡

積
⽴

ぷ
らす

の
発

動
ライ

ン

漁
業

共
済

の
発

動
ライ

ン

収
⼊

変
動

○
積

⽴
⽅

式
（

積
⽴

ぷ
らす

）
・

漁
業

者
⾃

⾝
の

積
⽴

と国
費

の
積

⽴
（

１
︓

３
相

当
）

が
補

塡
原

資

○
保

険
⽅

式
（

漁
業

共
済

）
・

漁
業

者
が

⽀
払

った
保

険
料

が
補

塡
原

資
。共

済
掛

⾦
に

上
乗

せ
補

助

漁
業

共
済

で
補

塡
可

能
な

部
分

⾃
⼰

負
担

部
分

漁
業

者
１

国 ３

平
均

70
％

程
度

掛
⾦

の
負

担
割

合
（

模
式

図
）

法
定

補
助

⾦
( 平

均
40

％
)

⾃
⼰

負
担

基
準

収
⼊

（
※

）

90
%

（
原

則
）

10
0%

80
%

（
原

則
）

減 収

収
安

補
助

⾦
(平

均
30

％
)

※
基

準
収

⼊
︓

個
々

の
漁

業
者

の
直

近
５

年
の

収
⼊

の
うち

、
最

⼤
値

と最
⼩

値
を

除
い

た
中

庸
３

カ年
の

平
均

値
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経
営

継
続

補
助

⾦
【令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
額

57
,0

74
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

の
影

響
を

克
服

す
る

た
め

に
、感

染
拡

⼤
防

⽌
対

策
を⾏

い
つ

つ
、販

路
回

復
・開

拓
や

事
業

継
続

・転
換

の
た

め
の

機
械

・設
備

の
導

⼊
や

⼈
⼿

不
⾜

解
消

の
取

組
を

総
合

的
に

⽀
援

す
る

こと
に

よっ
て

、農
林

漁
業

者
の

経
営

の
継

続
を

図
りま

す
（

2次
募

集
関

連
）

。

＜
事

業
⽬

標
＞

農
林

漁
業

者
の

経
営

の
継

続
（

事
業

完
了

の
翌

年
度

ま
で

に
利

益
⼜

は
売

上
が

増
加

す
る

農
林

漁
業

者
の

割
合

が
80

％
以

上
）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
対

象
者

農
林

漁
業

者
（

個
⼈

及
び

法
⼈

）
※

常
時

従
業

員
数

が
20

⼈
以

下
の

も
の

２
．

対
象

とな
る

取
組

・補
助

率

①
農

協
、森

林
組

合
、漁

協
等

の
「⽀

援
機

関
」に

よる
計

画
作

成
・申

請
か

ら実
施

ま
で

の
伴

⾛
⽀

援
を

受
け

た
、ア

〜
ウの

い
ず

れ
か

を含
む

経
営

の
継

続
に

向
け

た
取

組
【補

助
率

３
/４

（
補

助
上

限
額

は
10

0万
円

）
】

ア
国

内
外

の
販

路
の

回
復

・開
拓

イ
事

業
の

継
続

・回
復

の
た

め
の

⽣
産

・販
売

⽅
式

の
確

⽴
・転

換
ウ

円
滑

な
合

意
形

成
の

促
進

等
※

補
助

対
象

経
費

の
1/

6以
上

を
業

種
別

ガ
イド

ライ
ン等

に
則

した
「接

触
機

会
を

減
らす

⽣
産

・
販

売
へ

の
転

換
」⼜

は
「感

染
時

の
業

務
継

続
体

制
の

構
築

」に
充

て
る

必
要

②
事

業
活

動
別

本
格

化
の

た
め

の
業

種
別

ガ
イド

ライ
ン等

に
則

した
感

染
防

⽌
対

策
【補

助
率

定
額

（
①

の
補

助
額

が
上

限
。た

だ
し5

0万
円

ま
で

）
】

３
．

留
意

点
本

事
業

は
、給

付
⾦

で
は

あ
りま

せ
ん

。⼀
定

の
⾏

為
に

対
して

補
助

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

⾃
⼰

負
担

が
発

⽣
しま

す
。例

え
ば

、①
に

つ
き

10
0万

円
、②

に
つ

き
50

万
円

、合
わ

せ
て

最
⼤

15
0万

円
の

補
助

を
受

け
る

場
合

の
⾃

⼰
負

担
は

約
33

万
円

とな
りま

す
。

(共
同

申
請

で
は

、最
⼤

1,
50

0万
円

の
補

助
を

受
け

る
場

合
の

⾃
⼰

負
担

は
約

33
0万

円
)

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
（

⼀
社

）
全

国
農

業
会

議
所

農
林

漁
業

者
３

/４
、定

額
定

額

コロ
ナ

拡
⼤

で
経

営
に

⼤
き

な
影

響

農
林

漁
業

者

応
募

計
画

に
基

づ
く

経
営

継
続

の
取

組
を

実
施

(※
※

)

完
了

報
告

補
助

⾦
の

⽀
払

※
外

部
有

識
者

の
審

査
を

踏
ま

え
て

採
択

国

回
復

・継
続

を
⽀

援

伴
⾛

⽀
援

計
画

策
定

⽀
援

採
択

経
営

計
画

補 助 ⾦ 事 務 局

審 査 ︵※ ︶

※
※

令
和

２
年

5⽉
14

⽇
以

降
の

取
組

が
補

助
対

象

⽀
援

機
関

（
農

協
、漁

協
、農

業
経

営
相

談
所

等
）
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【令
和

２
年

度
補

正
予

算
額

15
8,

49
0百

万
円

】
（

第
１

次
補

正
予

算
額

24
,1

90
百

万
円

、第
３

次
補

正
予

算
額

13
4,

30
0百

万
円

）

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

新
型

コロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

⼤
の

影
響

に
よ

る
需

要
の

減
少

に
よ

り市
場

価
格

が
低

落
す

る
な

どの
影

響
を

受
け

た
花

き
・茶

・野
菜

・果
樹

等
の

⾼
収

益
作

物
に

つ
い

て
、

次
期

作
に

前
向

き
に

取
り組

む
⽣

産
者

を
⽀

援
し、

国
内

外
の

新
た

な
需

要
促

進
に

つ
な

げ
ま

す
。ま

た
、令

和
２

年
10

⽉
に

⾏
った

本
交

付
⾦

の
運

⽤
⾒

直
しに

よ
り、

交
付

⾦
が

減
額

ま
た

は
交

付
さ

れ
な

くな
る

⽣
産

者
を

対
象

とし
て

、本
交

付
⾦

を
⾒

込
ん

で
既

に
実

施
した

機
械

等
の

投
資

に
対

し、
減

額
分

を
上

限
とし

て
⽀

援
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

野
菜

・花
き

等
⾼

収
益

作
物

に
つ

い
て

、新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
後

に
向

け
た

⽣
産

体
制

の
強

化
＜

事
業

の
内

容
＞

＜
事

業
イ

メ
ー

ジ
＞

１
．

次
期

作
に

前
向

き
に

取
り組

む
⽣

産
者

へ
の

⽀
援

①
次

期
作

に
前

向
き

に
取

り組
む

花
き・

茶
・野

菜
・果

樹
等

、⾼
収

益
作

物
の

⽣
産

者
に

対
し、

種
苗

等
の

資
材

購
⼊

や
機

械
レ

ンタ
ル

等
を

各
⽣

産
者

の
減

収
額

を
超

え
な

い
範

囲
で

⽀
援

しま
す

。
【定

額
⽀

援
】

野
菜

、果
樹

、花
き

、茶
等

︓
10

aあ
た

り５
万

円
施

設
花

き
等

︓
10

aあ
た

り8
0万

円
施

設
果

樹
︓

10
aあ

た
り2

5万
円

運
⽤

⾒
直

しに
伴

う追
加

措
置

本
交

付
⾦

の
10

⽉
の

運
⽤

⾒
直

しに
よ

り、
交

付
予

定
額

が
減

額
ま

た
は

交
付

さ
れ

な
くな

る
⽣

産
者

で
あ

って
、事

業
開

始
（

４
⽉

30
⽇

）
か

ら1
0⽉

30
⽇

ま
で

の
間

に
、次

期
作

に
向

け
て

、新
た

に
機

械
・施

設
の

整
備

や
、資

材
等

の
購

⼊
⼜

は
発

注
を

⾏
った

⽣
産

者
を

対
象

に
、減

額
分

を
上

限
とし

て
⽀

援
しま

す
。

②
新

た
な

品
種

や
新

技
術

の
導

⼊
等

の
取

組
を

⽀
援

しま
す

。
【定

額
⽀

援
︓

10
aあ

た
り２

万
円

×
取

組
数

】
(注

２
)（

運
⽤

⾒
直

し対
象

外
）

２
．

厳
選

出
荷

に
取

り組
む

⽣
産

者
へ

の
⽀

援
○

花
き

や
茶

等
の

⾼
品

質
な

も
の

を
厳

選
して

出
荷

す
る

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

【定
額

⽀
援

︓
１

⼈
・１

⽇
あ

た
り2

,2
00

円
（

た
だ

し、
作

業
従

事
者

１
⼈

に
つ

き
90

⽇
ま

で
）

】
(注

１
)、

(注
２

)は
、中

⼭
間

地
域

等
で

は
⽀

援
単

価
を

１
割

加
算

※
 政

府
の

⽤
意

す
る

セ
ー

フテ
ィネ

ット
へ

の
加

⼊
を検

討
す

る
⽣

産
者

を⽀
援

＜
事

業
の

流
れ

＞

⾼
収

益
作

物
次

期
作

⽀
援

交
付

⾦ (注
１

)

【取
組

例
】

・新
た

に
直

販
等

を
⾏

うた
め

の
HP

等
の

環
境

整
備

・新
品

種
・新

技
術

の
導

⼊
等

・海
外

の
残

留
農

薬
基

準
へ

の
対

応
、有

機
農

業
や

Ｇ
Ａ

Ｐ
等

の
取

組
等

新
品

種
導

⼊
試

験

【取
組

例
】

・⽣
産

・流
通

コス
トの

削
減

に
要

す
る

経
費

・種
苗

、肥
料

、農
薬

等
の

資
材

費
・⼟

壌
改

良
資

材
の

投
⼊

に
要

す
る

経
費

・灌
⽔

装
置

や
換

気
扇

の
導

⼊
に

要
す

る
経

費
・作

業
環

境
の

改
善

に
資

す
る

経
費

等
被

覆
資

材
の

導
⼊

【取
組

内
容

】
・産

地
の

取
り決

め
に

基
づ

き
、

ま
とま

って
⾼

品
質

な
花

き
等

を
出

荷
芽

か
き

・摘
花

等
の

徹
底

国
交

付
協

議
会

等
⽣

産
者

定
額

新 た な 需 要 に 対 応 し た ⽣ 産 強 化
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農
業

労
働

⼒
確

保
緊

急
⽀

援
事

業

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

の
影

響
に

よ
り⼈

⼿
不

⾜
とな

って
い

る
経

営
体

が
代

替
⼈

材
を

雇
⽤

す
る

際
に

必
要

とな
る

掛
か

り増
し経

費
等

を
⽀

援
しま

す
。ま

た
、⼥

性
が

活
躍

しや
す

い
環

境
整

備
を

⽀
援

す
る

こと
で

将
来

の
農

業
⽣

産
を

⽀
え

る
⼥

性
の

活
躍

を
推

進
しま

す
。

＜
事

業
⽬

標
＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

の
影

響
に

よ
る

農
業

に
お

け
る

⼈
⼿

不
⾜

の
解

消
と農

業
⽣

産
の

維
持

、将
来

の
農

業
⽣

産
を

⽀
え

る
⼥

性
の

活
躍

の
推

進

【令
和

２
年

度
第

３
次

補
正

予
算

額
1,

53
0百

万
円

】

＜
事

業
の

全
体

像
＞

＜
事

業
の

流
れ

＞

１
．

農
業

労
働

⼒
確

保
対

策
新

型
コロ

ナ
ウ

イル
ス

感
染

症
拡

⼤
の

影
響

に
よ

り⼈
⼿

不
⾜

とな
って

い
る

経
営

体
が

代
替

⼈
材

を
雇

⽤
す

る
際

に
必

要
とな

る
掛

か
り増

しの
労

賃
、交

通
費

、宿
泊

費
等

を
⽀

援
しま

す
。

（
対

象
期

間
を

令
和

３
年

３
⽉

末
ま

で
延

⻑
）

国

全
国

農
業

会
議

所
農

業
経

営
体

等
定

額
定

額
、

1/
2

代
替

⼈
材

⼈
⼿

不
⾜

の
産

地

✔
農

業
法

⼈
・農

家
✔

農
業

サ
ー

ビス
事

業
体

２
．

⼥
性

の
活

躍
推

進
対

策

定
額

（
２

②
③

の
事

業
）

（
２

①
の

事
業

）

協
議

会
等

⼥
性

の
農

業
・農

村
に

お
け

る
活

躍
を

推
進

す
る

た
め

、
①

⼥
性

の
農

業
体

験
・研

修
の

受
⼊

体
制

づ
くり

を⽀
援

しま
す

。
②

地
域

の
⼥

性
ネ

ット
ワ

ー
クづ

くり
・活

動
を⽀

援
しま

す
。

③
地

域
で

⼥
性

が
働

き
や

す
い

環
境

の
整

備
を

⽀
援

しま
す

。

⺠
間

団
体

定
額

（
１

の
事

業
）

掛
か

り増
しの

労
賃

、交
通

費
、宿

泊
費

等
を

⽀
援

⼥
性

の
農

業
体

験
・研

修
の

受
⼊

体
制

づ
くり

⼥
性

の
就

農
希

望
者

の
体

験
・研

修
の

場
とな

る
農

業
法

⼈
や

農
家

に
対

し、
受

⼊
れ

の
ノウ

ハ
ウを

共
有

・マ
ニ

ュア
ル

作
成

・マ
ニ

ュア
ル

を
活

⽤
した

研
修

会
等

地
域

の
⼥

性
ネ

ット
ワ

ー
ク

づ
く

り・
活

動
⽀

援
地

域
に

お
い

て
、⼥

性
グ

ル
ー

プ
の

設
⽴

や
、グ

ル
ー

プ
に

よ
る

事
業

や
勉

強
会

等
の

活
動

を
⽀

援

地
域

で
⼥

性
が

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

・地
域

に
お

い
て

、簡
易

な
改

修
や

リー
ス

等
に

よ
る

託
児

ス
ペ

ー
ス

、男
⼥

別
トイ

レ
、更

⾐
室

等
の

確
保
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国
産

農
林

⽔
産

物
等

販
路

多
様

化
緊

急
対

策
事

業
【令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
額

25
,0

00
百

万
円

】
＜

対
策

の
ポ

イ
ン

ト＞
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
拡

⼤
に

よ
る

外
⾷

、イ
ン

バ
ウ

ン
ド等

の
需

要
減

少
の

影
響

を
依

然
とし

て
受

け
て

い
る

農
林

漁
業

者
、加

⼯
業

者
等

の
新

た
な

⽣
活

様
式

に
対

応
した

販
売

促
進

・販
路

の
多

様
化

等
の

取
組

を
⽀

援
しま

す
。ま

た
、国

産
農

林
⽔

産
物

の
消

費
拡

⼤
を

推
進

す
る

た
め

、メ
デ

ィア
・S

NS
等

を
活

⽤
して

、農
林

漁
業

者
等

に
よ

る
地

域
の

様
々

な
取

組
を

発
信

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

イン
バ

ウン
ドの

減
少

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

農
林

漁
業

者
等

の
販

路
多

様
化

、流
通

構
造

の
改

⾰

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
外

⾷
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド等
の

需
要

先
を

販
路

とし
て

い
た

が
、新

型
コロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

の
影

響
（

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
減

少
、飲

⾷
店

閉
店

等
の

影
響

）
で

販
路

を
失

った
農

林
漁

業
者

、加
⼯

業
者

等
の

新
た

な
⽣

活
様

式
に

対
応

した
販

売
促

進
・販

路
の

多
様

化
等

の
取

組
に

つ
い

て
、⾷

材
費

、送
料

、広
告

宣
伝

費
等

を
⺠

間
団

体
等

を通
じて

⽀
援

しま
す

。
※

品
⽬

に
つ

い
て

は
、対

象
の

限
定

は
あ

りま
せ

ん
が

、需
要

減
少

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

場
合

に
対

象
とな

りま
す

。

（
⽀

援
対

象
、補

助
率

）
・消

費
者

向
け

の
新

た
な

販
路

確
⽴

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ット
販

売
）

（
定

額
、1

/2
）

・宅
配

・デ
リバ

リー
を

活
⽤

した
多

様
な

販
路

確
⽴

（
1/

2）
・創

意
⼯

夫
に

よ
る

多
様

な
販

路
の

確
⽴

（
1/

2）
・学

校
給

⾷
・⼦

ども
⾷

堂
等

へ
の

⾷
材

提
供

（
定

額
）

２
．

国
産

農
林

⽔
産

物
の

消
費

拡
⼤

を
推

進
す

る
た

め
、メ

デ
ィア

・S
NS

等
を

活
⽤

して
、農

林
漁

業
者

等
に

よ
る

地
域

の
様

々
な

取
組

を
発

信
しま

す
。

＜
事

業
の

流
れ

＞

国

⺠
間

団
体

等
定

額
、1

/2
以

内

委
託

（
１

の
事

業
）

⺠
間

団
体

等

⺠
間

団
体

等
国

（
２

の
事

業
）

国

⺠
間

団
体

等

補 助

学
校

地
域

飲
⾷

店
販

売
店

ネ
ット

販
売

給
⾷

へ
の

提
供

⼦
ども

⾷
堂

へ
の

提
供

宅
配

・デ
リバ

リー
EC

事
業

者
と連

携

︵ 定 額 ︑

１ ／ ２ 以 内 ︶

直
売

所
等

で
販

促
活

動
の

実
施

新
た

な
⽣

活
様

式
に

対
応

した
販

路
多

様
化

等
の

取
組

（
１

の
事

業
）
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G
o 

To
 E

at
キ

ャン
ペ

ー
ン

の
延

⻑
【令

和
２

年
度

第
３

次
補

正
予

算
額

51
,5

00
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

に
よ

り甚
⼤

な
影

響
を

受
け

て
い

る
飲

⾷
業

を
対

象
とし

、期
間

を
限

定
した

官
⺠

⼀
体

型
の

需
要

喚
起

キ
ャン

ペ
ー

ンで
あ

る
「G

o
To

Ea
tキ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」の

うち
⾷

事
券

に
つ

い
て

、追
加

発
⾏

や
利

⽤
期

限
の

延
⻑

を
す

る
こと

に
よ

り、
引

き
続

き
厳

しい
状

況
に

あ
る

飲
⾷

業
の

需
要

喚
起

、ひ
い

て
は

⾷
材

を
提

供
す

る
農

林
⽔

産
業

者
を

応
援

しま
す

。

＜
事

業
⽬

標
＞

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

拡
⼤

の
影

響
を

受
け

た
地

域
に

お
け

る
飲

⾷
業

の
需

要
喚

起
と地

域
の

再
活

性
化

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞

「G
o

To
Ea

tキ
ャン

ペ
ー

ン」
の

うち
⾷

事
券

を
追

加
発

⾏
す

る
とと

も
に

、利
⽤

期
限

を
延

⻑
しま

す
。

Go
To

Ea
tキ

ャン
ペ

ー
ンの

延
⻑

・
事

業
費

66
5億

円
・

都
道

府
県

ご
との

プ
レ

ミア
ム

付
⾷

事
券

（
２

割
相

当
分

の
プレ

ミア
ム

）
の

発
⾏

・
利

⽤
期

限
の

延
⻑

＜
事

業
の

流
れ

＞

国
⺠

間
団

体
等

飲
⾷

事
業

者
委

託
等

委
託

等

委
託

等Go
 T

o 
Ea

tキ
ャン

ペ
ー

ン
各

都
道

府
県

の
事

務
局

プ
レ

ミア
ム

付
⾷

事
券

の
発

⾏

Go
 T

o 
Ea

tキ
ャン

ペ
ー

ン
各

都
道

府
県

の
参

加
事

業
者

委
託

等

⾷
事

券
の

回
収

⾷
事

券
の

利
⽤

⺠ 間 団 体 等

飲 ⾷ 事 業 者

消
費

者

国
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（
参

考
資

料
）

農
林
水
産
省
所
管

・
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

・
国
有
林
野
事
業
債
務
管
理
特
別
会
計

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
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(単
位

：
億

円
）
（
対

２
年

度
当

初
）

＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳

＞
（
対

２
年

度
当

初
）

（
農

業
経

営
安

定
勘

定
）

・
　

生
産

量
見

込
み

の
見

直
し

等
に

伴
う

生
産

条
件

不
利

補
正

対
策

交
付

金
の

減
（
▲

1
7
7
億

円
）

・
　

補
て

ん
見

込
み

額
の

精
査

等
に

伴
う

収
入

減
少

影
響

緩
和

対
策

交
付

金
の

増
（
＋

1
0
億

円
）

（
食

糧
管

理
勘

定
）

・
　

食
糧

証
券

償
還

の
た

め
の

国
債

整
理

基
金

特
別

会
計

へ
繰

入
の

減
（
▲

1
8
0
億

円
）

（
農

業
再

保
険

勘
定

）

（
漁

船
再

保
険

勘
定

）
・
　

保
険

料
国

庫
負

担
金

の
減

少
に

伴
う

漁
船

保
険

組
合

交
付

金
の

減
（
▲

1
億

円
）

（
漁

業
共

済
保

険
勘

定
）

・
　

保
険

料
相

当
額

の
増

加
に

伴
う

保
険

金
の

増
（
＋

2
億

円
）

（
業

務
勘

定
）

・
  

課
税

対
象

収
入

の
減

に
よ

る
消

費
税

の
減

（
▲

9
億

円
）

（
国

営
土

地
改

良
事

業
勘

定
）

・
　

土
地

改
良

事
業

費
負

担
金

の
減

少
に

伴
う

土
地

改
良

事
業

費
負

担
金

収
入

繰
入

の
減

（
▲

2
5
億

円
）

歳
出

総
額

漁
船

再
保

険
勘

定
6
9
（
▲

2
）

8
6
4
（
＋

5
9
）

6
,1

1
0
（
▲

1
0
4
）

・
　

収
入

保
険

へ
の

加
入

者
の

増
等

に
伴

う
農

業
共

済
組

合
連

合
会

等
交

付
金

の
増

（
＋

3
2
億

）
、

再
保

険
金

の
増

 （
＋

2
7
億

）

1
4
5
（
▲

8
）

8
,1

5
1
（
▲

3
6
6
）

7
4
（
▲

2
）

7
6
（
▲

9
）

業
務

勘
定

勘
定

別

農
業

再
保

険
勘

定

1
2
,1

6
4
（
▲

5
1
2
）

特
別

会
計

全
体

国
営

土
地

改
良

事
業

勘
定

歳
出

純
計

額

1
0
4
（
＋

1
）

8
7
5
（
+
6
0
）

1
7
1
（
▲

3
0
）

食
糧

管
理

勘
定

6
,1

1
0
（
▲

1
0
4
）

1
0
5
（
＋

1
）

5
7
（
▲

1
）

5
7
（
▲

1
）

9
,9

2
2
（
▲

2
2
2
）

9
,9

2
2
（
▲

2
2
2
）

7
6
（
▲

9
）食

料
安

定
供

給
特

別
会

計

2
,6

4
2
（
▲

1
6
7
）

2
,6

4
2
（
▲

1
6
7
）

2
,6

4
3
（
▲

1
6
7
）

農
業

経
営

安
定

勘
定

1
0
4
（
＋

1
）

6
9
（
▲

2
）

8
6
4
（
+
5
9
）

漁
業

共
済

保
険

勘
定

歳
出

純
計

額
か

ら
国

債
償

還
費

、
社

会
保

障
給

付
費

等
を

除
い

た
額

【
令

和
３

年
度

歳
入

予
算

】

1
2
,
2
5
0
億

円
（

▲
4
8
2）

食
糧

売
払

代
3
,9

7
1
（
▲

3
3
4
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

8
9
1
（
+
1
）

食
糧

証
券

収
入

3
,1

6
3
（
▲

2
9
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

9
7
2
（
+
1
4
）

農
業
再
保
険

勘
定

漁
船
再
保

険
勘

定

漁
業
共
済

保
険

勘
定

他
勘

定
よ

り
受

入
7
4
2
（
▲

7
4
）

国
営

土
地

改
良

事
業

勘
定

そ
の

他
1
2
6
（
▲

4
）

そ
の

他
9
2
9
（
▲

1
0
7
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

6
2
（
▲

7
）

そ
の

他
1
0
9
（
▲

2
3
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

1
0
4
（
▲

0
）

そ
の

他
3
6
（
+
1
6
）

一
般

会
計

よ
り

受
入

7
3
（
▲

1
）

そ
の

他
1
1
（
▲

1
）

他
勘

定
よ

り
受

入
等

1
4
5

（
▲

8
）

農
業

再
保

険
収

入
等

9
1
6
（
+
7
5
）

1
2
,
1
6
4
億

円
（

▲
5
1
2）

食
糧
管
理
勘
定

農
業
再

保
険

勘
定

漁
業
共

済
保

険
勘

定

食
糧

買
入

費
4
,8

7
9
（
▲

1
1
0
）国

営
土
地
改
良
事
業
勘
定

国
債

整
理

基
金

特
別

会
計

へ
繰

入
1
,1

7
3
（
▲

1
8
0
）

予
備

費
等

8
5
0
（
-
）

交
付

金
等

他
勘

定
へ

繰
入

8
6
9
（
▲

8
1
）

食
糧

管
理

費
3
8
0
（
＋

6
）

土
地

改
良

事
業

費
6
3
（
▲

4
）

そ
の

他
1
0
8
（
▲

2
6
）

漁
業

共
済

保
険

費
及

交
付

金
等

1
0
5
（
+
1
）

漁
船

再
保

険
費

及
交

付
金

等
7
4
（
▲

2
）

農
業

再
保

険
費

及
交

付
金

等
8
7
5
（
＋

6
0
）

農
業

経
営

安
定

事
業

費
2
,6

4
1
(▲

1
6
7
)

そ
の

他
2
（
+0

）

【
令

和
３

年
度

歳
出

予
算

】

食
糧

管
理

勘
定

農
業
経
営

安
定
勘
定

農
業
経

営
安

定
勘

定

漁
船
再

保
険

勘
定

業
務

勘
定

業
務
勘
定

事
務

取
扱

費
1
4
3
（
▲

8
）

予
備

費
2
（
-
）
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(単
位

：
億

円
）
（
対

２
年

度
当

初
）

＜
主
な
歳

出
増
減

の
内
訳
＞

（
対
２
年
度
当

初
）

借
入
金
の
償
還
額
が
減
少
す
る
こ
と
に
伴
う
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
繰
入
の
減
（
△
3
0
億
円
）

（
借

入
金

債
務

残
高

は
増

加
し
て
い
な
い
）

国
有
林
野
事
業
債
務
管
理
特
別
会
計

（
－
）

3
,6
1
6
（
△
3
0
）

歳
出
純
計
額

か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

（
－
）

3
,
6
1
6
億
円

（
△
3
0
）

3
,
6
1
6
億
円

（
△
3
0
）

国
債
整
理
基
金

特
別
会
計
へ
繰
入

3,
61
6(
△
30
)

【
令
和
３
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
３
年
度
歳
出
予
算
】

※
旧
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
よ
り
承
継
し
た

債
務

残
高

は
約

１
兆

１
,８
６
６
億

円
（
２
年

度
期

首
）

３
年

度
期

首
の

債
務

残
高

は
約

１
兆

１
,６
５
５
億

円
（
見
込

）
利
子
財
源
受
入

12
（
△
3）

一
般

会
計

よ
り
受
入

21
8（

＋
7）

借
入
金

3
,3
8
6
（
△
3
3
）

― 36 ―

―  ―0123456789


